
干
拓
と
漁
民
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

児
島
湾
の
場
合

由
　
比
　
浜
　
省
　
吾

干癩と漁驚（上）（由比浜）

…
霧
】
国
蒲
発
の
要
請
に
・
た
を
行
わ
れ
・
海
票
拓
や
埋
華
は
、
当
蓄
肇
あ
闘
に
震
を
ひ
・
お
・
究
・
の
君
が
は
た
し
て
．

へ　

¥
分
合
理
的
に
克
服
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
犠
牲
は
漁
村
側
に
お
し
つ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
干
拓
地
に
お
け
る
実
態

一
　
の
究
明
は
今
後
の
干
妬
に
際
し
て
も
大
き
い
意
義
を
有
す
る
。
本
稿
で
は
臼
本
に
お
け
る
代
表
的
な
大
規
摸
干
拓
の
例
と
し
て
澗
山
県
の
児
島
湾
を
と
り
上

｝
げ
寛
た
…
で
は
懸
が
集
嵩
に
存
奪
｝
・
が
・
そ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
藷
施
質
券
漁
民
製
方
の
対
処
方
策
に
欠
陥
が
揺
さ
れ
・
ほ

畑
　
か
、
干
拓
や
埋
立
の
進
行
に
伴
っ
て
設
立
さ
れ
た
工
場
が
漁
業
上
に
及
ぼ
す
諸
問
題
に
つ
い
て
も
、
決
し
て
満
足
す
べ
き
解
決
を
見
て
は
い
な
い
。
本
稿
は

～
三
儀
禁
漁
業
に
及
ぼ
す
薩
榮
自
然
地
理
講
緑
野
は
藷
・
、
書
し
て
漁
無
籍
に
・
つ
て
干
拓
へ
の
韓
の
対
葱
の
姿
藤
講
に

…
　
眺
め
、
過
程
と
結
果
を
綜
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
問
題
点
の
確
認
を
行
っ
た
。

序

章

　
　
一
、
問
題
の
所
在

　
浅
海
や
内
水
面
の
零
点
化
に
よ
る
農
地
造
成
事
業
は
近
世
以
降
活

発
化
し
、
か
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
農
地
は
新
田
と
い
う
呼
称
に
よ

っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
開
発
適
地
の
陸
化
事
業
は
明
治
以
後
も
続
行

さ
れ
て
、
技
術
の
進
歩
や
事
業
の
多
目
的
化
を
見
つ
つ
現
代
こ
と
に

第
二
次
大
戦
後
は
こ
れ
が
盛
行
し
て
い
る
。
戦
後
の
農
林
政
策
は
二

期
に
大
別
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
時
期
を
通
じ
て
も
農
地
開
発
事
業

は
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
臨
海
工
業
地
帯
造
成
要
求

に
伴
な
う
海
面
埋
立
事
業
は
工
業
化
を
め
ざ
す
各
地
方
自
治
体
の
重

要
施
策
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
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わ
れ
わ
れ
は
こ
の
種
の
事
業
の
有
す
る
意
義
の
重
要
さ
に
つ
い
て

は
い
さ
さ
か
も
認
識
を
誤
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
土
計
画
・

地
方
計
画
の
観
点
か
ら
も
慎
重
な
考
慮
と
雄
大
な
立
案
、
さ
ら
に
重

点
的
資
本
投
下
に
よ
る
開
発
の
必
要
性
を
認
め
、
そ
れ
が
直
接
間
接

に
当
該
地
域
の
み
な
ら
ず
広
域
に
わ
た
っ
て
経
済
的
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
干
拓
や
埋
立
事
業
が
す
べ
て

の
場
合
に
妥
当
で
あ
ρ
、
合
理
的
に
施
行
さ
れ
、
地
域
全
体
の
発
展

に
寄
与
し
て
き
た
か
と
い
う
点
に
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
し
、
ま

た
千
拓
・
埋
立
の
開
発
成
果
の
み
が
評
価
さ
れ
そ
の
与
え
た
裏
面
の

マ
イ
ナ
ス
ま
で
を
含
む
綜
合
約
評
価
が
欠
如
．
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ

る
と
考
え
る
。
水
面
を
陸
化
す
る
場
合
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
こ
は

漁
場
・
水
上
交
通
路
・
用
水
源
・
排
水
地
等
と
し
て
の
意
義
を
有
し

て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
な
し
に
は
行
い
得
な
い
。
ダ
ム
建

設
の
か
げ
に
水
没
し
て
ゆ
く
農
山
村
の
場
合
と
同
じ
く
こ
れ
ら
水
脚

の
有
し
た
意
義
や
価
値
が
開
発
事
業
に
よ
り
圧
迫
さ
れ
あ
る
い
は
消

滅
し
て
ゆ
く
と
き
、
新
し
く
生
れ
出
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
姿
を
変

え
て
旧
に
増
し
て
真
の
発
展
を
示
し
得
た
か
、
は
た
ま
た
軽
視
・
看

過
さ
れ
て
不
合
理
面
を
残
し
て
い
る
か
は
、
今
後
の
場
合
に
備
え
て

十
分
に
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
岡
山
大
学
人
文
地
理
学
教
室
員
は
、
干
拓
事
業
（
干
拓

と
埋
立
は
定
義
を
異
に
す
る
が
こ
こ
で
は
両
者
を
総
称
し
て
こ
う
呼
ぶ
こ
Σ

と
す
る
）
が
漁
村
に
及
ぼ
す
影
響
を
地
理
学
的
に
研
究
す
る
必
要
を

認
め
、
三
年
計
画
で
全
国
の
主
要
干
拓
地
域
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
、

問
題
点
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
た
。

　
①
　
海
況
変
化
（
潮
流
の
方
向
．
流
速
、
塩
分
濃
度
、
水
湿
、
藍
革
場
、

稚
魚
成
育
場
等
の
変
化
）
が
沿
墨
水
罪
業
に
及
ぼ
す
影
響

（6）　（5）　（4）　〈3）　（2）

　
以
上
の
諸
点
は
国
民
経
済
上
切
実
な
問
題
で
あ
る
か
ら
、

題
に
関
心
を
有
す
る
研
究
者
と
協
力
し
つ
つ
年
を
追
っ
て
研
究
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ご
と
に
…
明
確
に
し
て
ゆ
く
は
ず
で
あ
る
が
、
本
稿
は
干
拓
史
上
全
国

的
に
著
名
な
岡
山
県
児
島
湾
を
と
り
上
げ
、
時
代
を
明
治
中
期
以
降

に
限
定
し
、
上
記
③
、
㈲
の
問
題
を
中
心
に
児
島
湾
干
拓
の
側
面
を

歴
史
的
に
追
跡
し
、
そ
の
評
緬
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

①
す
で
に
発
表
し
た
も
の
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

環
境
変
化
が
漁
業
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

干
拓
に
伴
な
う
漁
業
補
償
と
漁
村
社
会
の
対
応

漁
揚
の
縮
少
・
消
滅
に
よ
る
脱
漁
民
化
と
漁
村
聖
霊
の
変
質

工
場
設
概
に
伴
な
う
水
質
汚
濁
が
漁
業
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
・

そ
の
他
の
諸
…
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
じ
主
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予拓と澱監鑑（、｛二）　（由比浜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　噸

　
河
野
溝
博
「
戦
後
干
拓
の
展
開
と
悶
題
点
」
『
地
理
』
四
巻
一
〇
号

　
河
野
瀬
博
「
干
拓
に
よ
る
海
況
・
漁
況
の
変
化
と
そ
の
漁
業
に
及
ぼ
す
影

　
響
に
つ
い
て
」
　
（
人
文
地
理
学
会
大
会
発
表
）
昭
和
三
四
年
｝
一
月

　
由
比
浜
雀
吾
「
干
拓
と
漁
民
…
一
児
島
湾
の
場
合
一
」
　
（
入
文
地
理
学

　
会
大
会
発
表
）
昭
漁
三
三
年
一
一
月

　
由
比
浜
省
吾
「
岡
山
県
錦
海
湾
干
拓
に
伴
な
う
漁
業
補
償
と
漁
現
の
転
業

　
に
つ
い
て
」
　
（
人
文
地
理
学
会
大
会
発
表
）
昭
瀦
一
二
四
年
一
　
月

　
な
お
本
稿
は
昭
和
憲
憲
年
秋
の
口
頭
発
表
の
研
究
に
、
昭
和
三
四
年
度
河

　
野
逓
博
氏
に
対
す
る
科
学
研
究
費
に
よ
る
調
査
結
果
を
加
え
て
執
筆
し
た

　
も
の
で
あ
る
。

　
二
、
児
島
湾
干
拓
史
の
概
要

　
（
1
）
　
藤
田
組
干
拓
前
史
　
児
島
湾
沿
岸
の
干
拓
の
歴
史
は
古
い
が
、

大
規
模
で
著
名
な
も
の
を
挙
げ
る
と
元
禄
五
年
の
沖
新
田
一
、
九
一

八
町
、
文
政
七
年
の
興
除
新
田
八
三
九
町
の
両
者
が
あ
る
。
下
っ
て

明
治
八
年
に
は
雲
根
の
士
族
授
産
地
三
〇
二
町
お
よ
び
都
宇
開
墾
二

七
恥
門
、
一
工
ハ
年
に
は
コ
一
直
開
墾
山
ハ
五
購
、
杉
山
㎜
開
墾
轟
ハ
｝
血
町
蝶
∴
か
開

か
れ
た
。
こ
れ
ら
近
世
以
降
児
島
湾
周
辺
お
よ
び
沿
岸
の
干
拓
地
を

総
計
す
れ
ば
約
八
、
七
〇
〇
町
と
な
る
。
し
か
し
児
島
湾
を
今
臼
の

姿
に
大
き
く
変
貌
さ
せ
た
の
は
藤
田
組
の
開
墾
事
業
、
そ
し
て
そ
れ

を
引
き
継
い
だ
国
営
干
拓
事
業
と
、
湾
を
淡
水
湖
化
さ
せ
た
児
島
湾

沿
岸
水
利
事
業
で
あ
っ
た
。

　
明
治
初
期
、
児
島
湾
干
拓
は
士
族
の
斜
照
に
よ
り
競
願
が
行
わ
れ

た
が
、
今
臼
の
児
島
湾
干
拓
を
現
出
す
る
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
高

崎
県
令
が
中
央
に
具
申
し
、
そ
の
結
果
調
査
に
派
遣
さ
れ
た
内
務
省

雇
工
師
ム
ル
ド
ル
の
開
墾
復
命
書
で
あ
る
。
明
治
一
四
年
の
復
命
灘
田

に
よ
る
と
、
ま
ず
一
区
（
三
六
〇
町
）
、
二
区
（
一
、
〇
六
〇
町
）
、
三
区

（
二
〇
〇
町
）
、
四
区
（
四
五
町
）
、
合
計
一
、
七
六
五
町
を
即
時
着
工

可
能
と
み
な
し
、
そ
の
後
に
五
区
、
六
区
、
七
区
、
八
区
を
順
次
築

堤
す
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
こ
の
大
工
事
に
対
し
競
願
中
の
各

．
士
族
結
祉
は
い
ず
れ
も
資
金
調
達
に
成
功
せ
ず
、
明
治
一
七
年
岡
山

の
生
本
伝
九
郎
が
東
京
の
鹿
児
岩
蔵
、
大
阪
の
藤
田
伝
三
郎
を
保
証

人
と
し
て
出
願
し
、
さ
ら
に
他
二
名
を
加
え
て
五
名
の
七
瀬
で
融
手

す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
組
合
計
繭
は
中
途
で
坐
興
し
、
明
治
二
〇

年
干
拓
計
画
の
権
利
一
切
を
藤
田
伝
三
郎
に
譲
っ
た
の
で
、
明
治
二

二
年
千
阪
知
事
は
藤
田
伝
三
郎
の
単
独
工
事
に
よ
る
一
区
画
ら
八
区

に
至
る
干
拓
計
画
に
対
し
て
起
業
許
可
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
県
会
は
早
速
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
、
誤
謬
漁
村
か

ら
は
漁
業
問
題
に
関
し
、
周
辺
農
村
か
ら
は
水
利
水
運
問
題
に
関
し

て
反
対
陳
情
が
続
出
し
、
さ
ら
に
明
治
二
三
年
に
は
周
辺
諸
説
住
畏

の
連
合
に
よ
る
児
島
湾
開
墾
許
可
取
消
請
求
の
行
政
訴
訟
が
提
起
さ
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れ
、
大
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
紛
糾
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
じ
る
に

鴎
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
至
っ
た
。

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
訴
訟

ト　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
明
治
二

σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
年
に
原

画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告
の
敗
訴

計
柘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
終
っ
た

干

糊
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
知
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
起
工
認

咽第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
を
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
っ
て
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
を
延
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
て
い

た
。
明
治
三
一
年
に
よ
う
や
く
高
崎
知
事
は
一
区
お
よ
び
二
区
に
対

す
る
起
工
認
可
を
与
え
、
翌
三
二
年
に
藤
田
伝
三
郎
は
開
墾
に
着
手

　
　
　
　
　
②

し
た
の
で
あ
る
。

②
　
井
上
凝
重
「
児
島
湾
開
墾
史
誌
明
治
竃
五
年
。

　
（
露
）
　
藤
田
組
干
拓
三
業
の
進
展
と
農
林
翁
の
引
き
継
ぎ
　
　
一
区
㌔
二
区

は
興
除
新
田
お
よ
び
灘
聴
の
地
先
で
児
島
湾
の
最
奥
に
位
概
し
、
玉

除
の
開
墾
後
七
〇
余
年
を
経
て
泥
砂
の
堆
積
が
最
も
進
ん
だ
地
区
で

あ
っ
た
た
め
、
工
事
の
進
行
は
速
く
、
一
区
は
明
治
三
八
年
に
竣
工
、

明
治
三
九
年
に
は
藤
田
個
人
か
ら
藤
田
組
へ
名
義
変
更
し
、
二
区
も

明
治
四
五
年
置
は
竣
工
を
見
た
。
し
か
し
そ
の
闘
に
、
明
治
三
八
年

藤
田
は
水
路
血
筋
開
墾
加
入
の
変
更
を
命
ぜ
ら
れ
た
た
め
旭
川
左
岸

地
先
の
四
区
と
八
区
の
開
墾
が
不
可
能
と
な
り
こ
の
放
棄
を
決
定
、

明
治
四
三
年
に
そ
の
開
墾
許
可
取
消
を
出
願
し
同
四
四
年
に
許
可
を

得
た
。

　
次
い
で
大
正
二
年
に
は
三
区
、
五
区
、
六
区
、
七
区
の
起
工
が
認

可
さ
れ
、
こ
れ
ら
前
面
の
干
潟
地
区
の
干
拓
工
瑛
が
着
手
さ
れ
た
。

し
か
し
当
初
に
お
け
る
ム
ル
ド
ル
の
指
定
に
か
か
る
開
墾
方
式
に
拘

束
さ
れ
、
ま
ず
拘
泥
堤
を
築
き
、
泥
土
が
絹
当
に
堆
積
し
た
後
に
本

格
的
堤
防
を
建
設
し
干
陸
化
す
る
方
法
を
採
溺
し
た
こ
と
は
、
工
期

が
長
期
に
わ
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
後
に
再
び
紛
争
を
生
じ
る

原
因
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
開
墾
期
限
は
大
正
八
年
に
第
一
回
の

延
長
許
可
を
得
た
が
、
昭
和
八
年
の
再
延
長
許
可
に
当
っ
て
漁
民
は

麺
長
許
可
取
消
請
求
の
行
政
訴
訟
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
一
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；．宙齦L石と瀦vrk〈一．ヒ）　（由比浜）

三
年
に
至
っ
て
訴
訟
は
和
解
に
よ
り
終
結
し
、
六
区
は
昭
和
一
四
年

に
築
堤
に
着
手
、
三
・
五
区
は
昭
和
一
六
年
に
虐
7
5
成
し
た
が
、
そ
の

後
の
工
事
は
戦
争
の
た
め
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
政
府
は
干
拓
を

第1表
着手竣工緬積紳璽
蝋32年1明治38年1466・丁1 377glrl

二肱

伺行施区

ユ，292

／，2！Q

　922

1，649

　97e

　855

　798

1，226

明治32年　明治45年

昭継年 昭和16年

ll鷺禾調28喬三

i召和8年

r召和14年

沼和19年

組
組

田
　
田

藤
藤

藤　 細　 組

（前）藤　田　組
（後）農　林　省
（前）農地開発営団
（後）農　　林　　省

区
区

…
工
…
1
23・5区

区
区

ρ
0
　
　
7

含　　計
Il’Vtept　lrm4，22E

（注）面積がムルドルの計画と異るのは，着工前の変更によるためである。

重
要
国
策
の
一
つ
と
し
て

緊
急
完
成
を
企
図
し
、
最

も
遅
れ
て
い
た
七
区
は
昭

和
一
八
年
に
藤
田
組
か
ら

農
地
開
発
営
団
に
引
き
継

が
れ
て
翌
年
よ
り
築
堤
に

着
手
、
さ
ら
に
戦
後
に
な

る
と
山
区
区
は
農
地
砿
眼
珊
車
に

よ
り
藤
田
農
場
が
解
散
し

た
た
め
事
業
主
体
が
消
失

し
て
工
事
が
中
断
さ
れ
、

七
区
と
共
に
昭
和
二
二
年

よ
p
農
林
省
（
岡
山
農
地
事

務
局
）
の
直
轄
工
・
事
と
な

っ
た
。
現
在
六
区
は
す
で

に
完
成
し
、
七
区
も
半
分

が
完
成
、
開
田
さ
れ
、
残
存
部
分
の
工
事
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
が

く
し
て
既
成
お
よ
び
造
成
予
定
の
合
計
面
積
は
第
一
表
の
ご
と
く
に

　
③

な
っ
た
。

　
一
区
・
二
区
は
竣
工
と
同
時
に
四
農
区
に
分
け
て
藤
田
農
場
と
し

　
諺9
も

第盆図干拓完成図
馨　　周山　　　　Pto鱒
　　亀　　　　、　　’♂　　●oの
動

　噂　8　　　　　　sし、

　　　　e　　8葡　　璽　　　　　　　8亀
　　　亀　　　　喝　　　侮e　’C，tse　：L　L　S
　　　　　もr噂
s

　　　　3・5

的

e－t．

馴
5／rxsii｝aSlll；s：ls：／e・tsi

2／　6
s

見
仁一

M“見島湾
　　　　　．「　燭
紗’ @ 卿　 の　　　9
甲浦

鰯

獅
早
紘
〆

興9
　　s
除
　　s

八
洪
偲　
　
び

　
7
　
6

7
」
・
　
㍉

ρ
　
三
元

罪ゆ

S．　YUiHAMA

て
経
営
さ

れ
て
農
地

改
革
に
至

っ
て
解
散
、

自
作
農
化

さ
れ
た
。

農
林
省
に

よ
る
六
区

は
藤
田
干

拓
と
呼
ば

れ
藤
田
村

に
編
入
、

七
区
は
児

島
湾
三
品

（413）

と
呼
ば
れ
、
8
5



完
成
後
の
所
思
は
未
定
で
あ
る
が
入
植
地
区
は
一
応
…
灘
崎
町
と
さ
れ

て
い
る
。
一
区
・
二
区
の
呼
称
は
今
は
大
方
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

三
・
五
区
、
六
区
、
七
区
は
今
日
一
般
に
そ
の
ま
ま
の
名
で
呼
ば
れ

て
い
る
。

③
　
農
林
憲
児
島
湾
干
拓
建
設
寒
務
所
『
農
林
省
児
島
湾
干
拓
事
業
評
言
」

　
昭
和
画
一
〇
年
。

　
（
3
）
児
島
湾
の
淡
水
湖
化
　
児
島
湾
の
干
拓
は
元
来
単
式
干
拓
計

画
で
あ
っ
た
が
、
開
田
地
域
が
摺
水
路
の
末
端
に
位
置
す
る
新
開
地

、
で
用
水
権
を
有
し
な
い
た
め
農
業
胴
水
の
獲
得
・
保
持
に
種
々
の
不

利
が
あ
る
の
で
、
干
拓
堤
防
外
の
残
存
海
面
の
淡
水
化
に
よ
り
用
水

澗
題
を
解
決
す
る
農
業
水
利
改
良
を
第
一
目
標
と
し
、
建
設
中
の
七

区
の
急
速
完
成
を
第
二
臼
標
と
し
て
（
六
区
お
よ
び
七
区
は
既
往
の
～

区
．
二
区
と
異
り
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
で
摺
糠
海
底
の
土
砂
を
堤
内
埋
立
に
用
い

た
た
め
堤
防
は
堅
固
さ
を
必
要
と
す
る
が
必
ず
し
も
台
風
噂
の
風
浪
に
椹
え

る
ほ
ど
で
は
な
い
。
伊
勢
湾
台
風
の
際
の
如
き
災
害
か
ら
干
拓
地
を
保
護
す
る

に
は
複
式
干
拓
は
有
効
で
あ
る
）
、
旭
川
河
口
よ
り
や
や
西
側
で
児
島
湾

の
狭
隆
部
を
幅
広
い
堤
防
で
以
て
湾
を
締
め
切
り
、
複
式
干
拓
化
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
農
林
省
児
島
沿
岸
水
利
事
業
計

画
（
淡
水
湖
化
工
事
）
は
昭
和
二
四
年
に
立
案
さ
れ
二
五
年
に
着
手
、

三
一
年
に
潮
止
工
事
を
施
行
、
三
四
年
に
竣
工
し
た
。
堤
防
の
延
長

は
一
、
五
五
八
メ
ー
ト
ル
、
ニ
カ
所
縁
窓
樋
門
を
塾
朕
け
申
隅
欄
四
踊
…
．
門
に
糖
抜

続
し
て
船
舶
用
の
窯
場
を
有
し
、
こ
れ
ら
ゲ
イ
ト
の
総
延
長
は
二
五

三
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
か
く
し
て
児
島
湾
は
臼
本
に
お
け
る
複
式
干

拓
の
最
初
の
例
と
な
っ
た
が
、
類
似
の
方
式
は
八
郎
潟
干
拓
に
適
用

さ
れ
て
お
り
、
や
が
て
は
有
明
海
大
干
拓
等
に
も
複
式
干
拓
方
式
が

適
胴
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
湾
の
淡
水
湖
化
は
造
成

農
地
に
お
け
る
干
越
時
の
農
業
水
利
問
題
解
決
に
大
い
な
る
寄
与
を

し
た
も
の
の
、
遂
次
漁
場
を
狭
め
ら
れ
て
き
て
い
た
漁
民
に
と
っ
て

は
死
活
問
題
で
あ
り
、
補
償
問
題
は
二
年
間
に
わ
た
っ
て
も
ま
れ
続

　
　
　
　
　
④

け
た
の
で
あ
る
。

　
締
切
堤
防
建
設
工
事
は
農
林
省
の
手
で
行
わ
れ
、
潮
止
工
事
後
の

堤
防
上
通
行
・
樋
門
操
作
等
の
管
理
も
農
林
省
が
行
っ
て
い
た
が
、
昭

和
三
五
年
に
児
島
，
湾
土
地
改
良
区
に
引
き
継
が
れ
る
予
定
で
あ
る
。

④
湿
雪
県
農
林
部
水
麓
課
門
児
島
湾
の
淡
水
湖
化
を
め
ぐ
っ
て
－
漁
業

　
権
の
消
滅
か
ら
免
許
ま
で
一
』
昭
和
三
二
年
。

　
（
4
）
そ
の
他
の
干
拓
　
す
で
に
出
現
し
た
児
島
湖
の
南
東
岸
に
、

補
助
干
拓
と
し
て
児
島
湾
干
拓
二
七
町
が
施
行
中
で
あ
り
、
堤
外
の

旭
川
湾
口
左
岸
に
聡
い
て
は
、
旧
八
区
の
一
部
が
高
島
干
拓
と
し
て
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干拓と漁興（上）　（由比浜）

　
　
　
　
　
　
⑤

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
本
論
の
叙
述
に
対
す
る
予
備
的
概
念
の
た
め
に
記
し
た
の
で

あ
っ
て
、
農
地
開
発
の
過
程
や
そ
こ
に
展
開
さ
れ
た
農
業
上
の
諸
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

題
（
寄
生
地
主
制
や
農
業
機
械
化
等
）
は
豊
富
な
諸
論
考
に
譲
る
。

⑤
　
河
野
通
博
「
戦
後
干
拓
の
展
開
と
問
題
点
」
。

⑥
澗
山
大
学
農
学
部
農
業
経
済
学
研
究
室
「
岡
山
県
児
島
湾
干
拓
地
農
業

　
に
関
す
る
文
献
臼
録
』
昭
和
二
九
年
、
が
詳
細
に
集
録
し
て
い
る
。

第
關
章
　
児
島
湾
漁
業
の
性
格

　
　
幽
、
漁
場
と
し
て
の
児
島
湾
の
条
件

　
児
島
湾
は
湾
口
に
近
く
習
井
川
、
次
い
で
狭
院
都
に
旭
川
が
開
口

し
、
そ
の
奥
に
広
が
る
ポ
ケ
ッ
ト
部
に
は
笹
ケ
瀬
川
・
妹
尾
川
・
倉

敷
川
・
加
茂
川
等
が
流
入
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
諸
嶺
の
運
搬
物
は
潮

汐
に
よ
っ
て
惇
堆
積
し
泥
砂
は
濤
筋
を
残
し
て
干
潮
時
に
は
広
大
な
干

潟
面
を
露
量
す
る
厚
い
堆
積
層
を
形
成
し
て
い
た
。
一
方
に
は
淡
水

の
注
入
を
見
る
こ
の
よ
う
な
広
大
低
平
な
浅
海
は
、
深
い
湾
入
に
よ

っ
て
風
浪
が
静
穏
で
、
魚
類
に
と
っ
て
の
絶
好
の
産
卵
場
で
あ
り
稚

魚
の
成
育
場
で
あ
っ
た
。
と
く
に
か
か
る
条
件
に
好
適
な
魚
類
の
成

育
・
増
殖
に
よ
く
、
さ
ら
に
浅
海
養
殖
の
適
地
を
も
提
供
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
漁
業
法
成
立
当
時
の
専
用
漁
業
免
許
状
に
掲
げ
る
魚
類
及
び
そ
の

他
の
水
産
動
物
を
挙
げ
れ
ば
、
ボ
ラ
・
チ
ヌ
．
セ
イ
ゴ
・
ア
ミ
．
シ

ラ
ウ
オ
・
ヒ
ラ
・
マ
マ
カ
リ
・
カ
ニ
・
マ
ス
・
ツ
ナ
シ
・
ウ
ナ
ギ
・

イ
ナ
・
シ
ュ
ク
チ
・
ハ
ゼ
・
サ
ザ
エ
・
ハ
イ
ガ
イ
・
モ
ガ
イ
・
ア
ゲ

マ
キ
が
あ
り
、
中
で
も
天
然
ウ
ナ
ギ
は
備
前
の
名
産
の
名
が
高
く
、

シ
ラ
ウ
オ
・
ア
ミ
も
ま
た
著
名
で
漁
期
に
は
大
群
を
な
し
て
現
わ
れ
，

こ
の
他
に
も
ベ
イ
カ
は
盛
期
に
は
船
上
よ
り
す
く
い
取
り
を
す
る
ほ

ど
発
生
し
、
魚
餌
や
肥
料
と
な
っ
た
ヒ
イ
ル
（
虫
）
も
極
め
て
豊
富

に
発
生
し
た
。
こ
れ
ら
略
奪
的
漁
業
の
ほ
か
、
ハ
イ
ガ
イ
は
古
来
児

島
湾
の
特
産
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
が
安
政
年
間
よ
り
養
殖
が
行
わ

れ
、
カ
キ
養
殖
も
妹
尾
地
先
に
お
け
る
文
化
年
間
の
開
始
を
は
じ
め

と
し
て
大
崎
地
先
に
も
行
わ
れ
、
ア
ゲ
マ
キ
は
明
治
二
六
年
児
島
養

景
会
誌
に
よ
り
有
明
海
よ
り
移
殖
さ
れ
、
上
道
郡
（
旭
川
左
岸
）
地

先
で
は
ノ
リ
養
殖
が
明
治
一
六
年
頃
よ
り
始
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
豊

冨
な
水
産
資
源
に
支
え
ら
れ
、
漁
村
密
度
高
く
、
浅
海
独
特
の
漁
法

が
随
所
に
発
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
皿
、
漁
業
の
方
法

　
専
用
漁
業
免
許
状
に
は
漕
網
・
刺
網
・
建
網
・
四
手
網
・
延
縄
・
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採
貝
等
、
二
八
種
嬢
を
揚
げ
て
あ
る
が
、
こ
れ
を
漁
村
別
に
見
れ
ば

　
　
　
　
　
　
⑦

次
の
如
く
で
あ
る
。

上
道
群
九
蟻
口
村
　
白
角
…
・
雑
魚
四
手
網
、
難
肥
角
…
投
網
脚
、
手
繰
網
田
、
ウ
ナ
ギ
そ

　
　
　
　
の
他
三
縄
、
ウ
ナ
ギ
掻
、
各
種
一
塞
釣
．

　
　
　
灘
田
村
流
投
網
、
雑
魚
投
網
、
雑
魚
四
手
網
、
ウ
ナ
ギ
延
縄
、
ウ

　
　
　
　
ナ
・
三
三
、
ハ
ゼ
延
縄
、
ボ
ラ
・
イ
ナ
刺
網
、
カ
ニ
釣
、
ノ
リ

　
　
　
光
政
村
　
白
魚
・
雑
魚
酉
手
網
、
雑
魚
投
網
、
ウ
ナ
ギ
掻
、
ウ
ナ
ギ

　
　
　
　
延
縄
、
シ
ジ
ミ
掻

　
　
　
操
陽
村
　
雛
騨
粕
酬
投
網
脚
、
雑
角
…
抄
網
脚
、
シ
ジ
ミ
掻

　
　
　
三
田
柑
　
ウ
ナ
ギ
延
縄
、
ウ
ナ
ギ
掻
、
雑
魚
四
手
網
、
雑
魚
投
綱
、

　
　
　
　
ハ
ゼ
建
網
、
ノ
リ

　
　
　
三
踊
村
白
魚
・
雑
魚
四
手
網
、
ハ
ゼ
延
縄
、
ハ
ゼ
釣
、
雑
魚
投
網
、

　
　
　
　
ノ
リ

　
　
　
平
井
村
　
雑
萄
…
投
網
、
ウ
ナ
ギ
・
ハ
ゼ
延
縄
、
難
角
…
抄
網
一
、
シ
ジ
ミ

　
　
　
　
掻

御
津
郡
縮
浜
村
白
魚
・
雑
魚
四
手
網
、
雑
魚
投
綱
、
ウ
ナ
ギ
掻
、
持
網
、

　
　
　
　
五
人
網
（
鵜
縄
抄
網
）
、
カ
ニ
釣
、
ア
ゲ
マ
キ
・
ハ
イ
ガ
イ
手
長

　
　
　
紳
方
田
村
　
白
魚
・
難
肺
魚
四
手
網
、
縞
狩
網
…
、
ハ
ゼ
釣
、
ア
ゲ
畔
、
キ
．
ハ

　
　
　
　
イ
ガ
イ
手
始

　
　
　
白
石
村
　
白
魚
・
雑
魚
四
手
網
、
ア
ゲ
一
、
キ
・
ハ
イ
ガ
イ
手
遅

欝
窪
郡
福
泊
村
　
ウ
ナ
ギ
掻
、
、
持
綱
、
雑
魚
四
手
網
、
ア
ゲ
マ
碁
手
掘

　
　
　
妹
尾
町
　
ウ
ナ
ギ
延
縄
、
ウ
ナ
ギ
掻
、
白
魚
・
雑
魚
四
手
網
一
、
ア
ミ
・

　
　
　
　
雑
魚
持
網
　
、
ア
ゲ
マ
キ
・
ハ
イ
ガ
イ
手
掘
、
カ
ギ

児
島
郡
興
除
村
　
ウ
ナ
ギ
掻
、
雑
魚
四
手
網
、
．
雑
魚
投
網
、
ア
ゲ
マ
キ
・
ハ

　
　
　
　
イ
ガ
イ
手
掘

　
　
　
灘
崎
村
　
ウ
ナ
ギ
掻
、
雑
魚
四
手
網
、
ア
ゲ
マ
キ
・
ハ
イ
ガ
イ
手
堀
｝

　
　
　
曲
壮
内
村
　
ウ
ナ
ギ
掻
、
難
棚
角
…
四
ず
子
網
、
鄭
州
角
…
投
網
、
ア
ゲ
マ
キ
手
掘
、

　
　
　
　
カ
キ

　
　
　
八
浜
町
　
樫
木
、
矢
井
床
、
白
魚
・
雑
魚
…
四
手
網
、
ウ
ナ
ギ
延
縄
、

　
　
　
　
ウ
ナ
ギ
掻
、
雑
魚
投
網
、
ツ
ナ
シ
　
建
網
、
モ
ガ
イ
、
ハ
イ
ガ
イ
、

　
　
　
　
カ
キ
、
ア
ゲ
マ
キ
手
・
掘
、
建
干
網

　
　
　
甲
浦
村
　
…
樫
木
、
白
漁
…
四
手
綱
、
ハ
ゼ
漕
網
脚
、
カ
ニ
釣
、
ゲ
タ
由
囚
網
、

　
　
　
　
流
投
網
、
ツ
ナ
シ
・
マ
マ
カ
リ
建
綱

　
こ
れ
ら
の
う
ち
欝
殊
な
も
の
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
測
え
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

樫
木
漁
業
は
長
さ
五
審
の
樫
丸
太
を
二
闘
間
隔
で
海
底
に
打
ち
込
み
、

そ
の
間
に
長
さ
五
三
の
袋
網
を
張
り
、
八
帖
を
一
組
と
し
て
干
潮
に

向
う
際
の
急
速
な
潮
流
を
利
用
す
る
定
鷺
漁
業
で
あ
る
。
た
だ
し
八

浜
の
樫
木
の
み
は
一
潮
ご
と
に
竪
杵
場
所
を
移
動
す
る
独
特
の
性
質

と
権
利
を
有
す
る
、
い
わ
ば
牧
移
動
式
定
渡
」
漁
業
で
あ
る
。
湾
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
い
と
こ

漁
法
中
最
大
の
資
本
を
要
し
、
漁
獲
も
最
大
で
あ
っ
た
。
矢
井
床
漁
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業
は
海
底
に
ソ
ダ
を
斜
に
植
え
こ
み
、
魚
を
集
め
て
牛
王
の
水
を
た

た
き
ギ
．
逃
げ
る
所
を
上
か
ら
投
網
を
打
つ
方
法
で
、
網
そ
の
も
の
は

他
と
変
ら
な
い
が
矢
井
床
設
定
の
た
め
入
子
漁
業
の
一
種
と
な
る
。

樫
木
に
次
ぐ
漁
業
で
あ
る
。
他
は
す
べ
て
零
細
漁
業
で
、
建
干
網
は

有
明
海
と
同
様
で
あ
り
、
四
手
網
は
海
岸
に
定
置
す
る
も
の
と
漁
船

に
据
付
け
る
も
の
と
あ
り
、
持
網
は
四
手
類
似
の
網
で
あ
る
が
棒
受

網
の
一
種
で
漁
船
に
装
置
す
る
。
　
こ
れ
ら
す
べ
て
に
用
い
ら
れ
る

漁
船
は
い
ず
れ
も
無
動
力
で
、
湾
口
付
近
の
漁
村
に
お
い
て
は
湾
外

出
漁
者
が
ま
ず
動
力
化
し
、
さ
ら
に
児
島
湾
締
切
以
後
に
一
部
分
が

動
力
化
し
た
が
、
湾
内
の
漁
村
は
最
後
ま
で
動
力
船
を
有
し
な
か
っ

た
。　

干
潟
漁
業
の
中
で
特
殊
な
も
の
は
大
崎
漁
民
の
板
乗
漁
業
で
、
地

先
の
干
潟
が
軟
泥
で
あ
る
た
め
足
に
ス
キ
ー
状
の
板
を
は
き
、
こ
れ

で
干
潟
面
を
相
当
の
速
度
で
走
っ
て
冒
的
地
へ
行
き
採
貝
あ
る
い
は

ウ
ナ
ギ
掻
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
ウ
ナ
ギ
掻
に
つ
い
て
竜
福
浜
村
漁

艮
は
手
づ
か
み
で
採
捕
し
魚
体
に
損
傷
を
与
え
ぬ
特
技
を
有
し
て
い

た
。
な
お
、
干
拓
地
内
の
用
水
路
で
は
淡
水
魚
（
主
と
し
て
フ
ナ
）
も

漁
獲
さ
れ
て
い
た
。

⑦
　
闘
山
県
内
務
部
商
工
水
産
課
『
岡
山
蘇
水
産
一
班
一
昭
和
六
年
、
三
九

第3図　漁村分布，専用漁業権区域，干潟範囲図
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
八
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屈
住
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
樫
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
者
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
新
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
氏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
急
潮
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
の
樫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
太
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
距
離
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭
を
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
合
っ

て
大
き
い
音
を
立
て
て
い
た
と
い
う
。
現
在
の
六
区
・
七
区
の
地
域
に
お

い
て
も
山
隠
は
そ
れ
だ
け
の
流
速
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
そ
れ

が
樫
木
の
み
な
ら
ず
、
建
干
網
・
持
網
等
の
潮
汐
利
用
漁
法
を
発
達
せ
し

め
て
い
た
の
で
あ
る
。
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三
、
漁
業
権
と
漁
民
階
雇

　
児
島
湾
の
漁
業
者
は
大
別
す
れ
ば
三
者
と
な
る
。
す
な
わ
ち
大
漁

師
、
小
漁
師
、
七
三
会
社
で
あ
る
。

　
前
節
の
各
漁
法
中
、
八
浜
と
甲
浦
に
の
み
見
ら
れ
る
樫
木
漁
業
者

は
「
大
漁
師
」
と
称
さ
れ
、
夏
の
ア
ミ
漁
・
．
冬
の
．
ヒ
イ
ル
漁
を
主
要

対
象
と
し
、
近
世
に
藩
主
よ
り
得
た
特
許
に
よ
り
統
数
御
情
を
有
す

る
株
組
織
で
、
　
そ
の
ま
ま
各
地
区
ご
と
に
樫
木
組
合
（
仲
間
）
を
作

り
、
一
般
漁
民
と
別
個
の
関
係
で
あ
っ
た
。
矢
井
床
漁
業
者
も
こ
れ

に
準
じ
た
。

　
そ
の
他
は
す
べ
て
大
岡
小
異
の
「
小
漁
師
」
で
、
こ
と
ご
と
く
独

立
の
小
商
品
堂
産
港
で
あ
り
、
桐
互
間
の
雇
傭
・
支
配
関
係
も
な
く
、

階
腰
分
解
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
か
か
る
状
態
を
継
続
し

た
の
は
海
況
・
漁
況
が
ど
の
漁
民
を
も
零
細
資
本
で
容
易
に
稼
行
可

能
な
ら
し
め
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
蓄
積
に
よ
る
資
本
の
拡
大
の
必

要
性
も
少
な
く
、
牧
歌
的
漁
業
で
あ
っ
た
。
大
漁
内
面
が
売
却
さ
れ

る
際
に
こ
れ
を
買
得
し
て
大
漁
師
化
し
た
者
も
あ
る
が
、
こ
れ
と
て

竜
た
と
え
蓄
積
が
進
ん
で
も
統
数
増
加
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
別
種

の
漁
業
資
本
へ
の
発
展
も
示
さ
な
か
っ
た
。
他
の
分
解
は
養
貝
会
社

お
よ
び
大
漁
師
が
行
う
小
漁
師
中
か
ら
の
要
員
雇
傭
で
あ
る
。
前
者

は
通
年
、
後
者
は
季
節
的
で
あ
り
、
養
貝
会
社
の
幹
部
な
い
し
は
雇

傭
…
員
中
の
幹
部
に
登
用
さ
れ
た
老
が
小
漁
師
仲
間
に
帰
っ
た
場
合
に

組
織
中
の
有
力
者
と
な
っ
て
い
る
（
八
浜
の
場
合
）
が
、
そ
れ
は
八
浜

お
よ
び
そ
の
周
辺
を
養
和
事
業
を
通
じ
て
支
配
し
た
会
社
の
要
員
と

し
て
形
成
さ
れ
た
地
位
で
あ
っ
て
、
乱
闘
内
部
に
お
け
る
政
治
的
指

導
権
の
獲
得
で
は
あ
っ
た
が
階
層
分
解
の
結
果
生
じ
た
経
済
的
支
配

で
は
な
い
。
し
か
し
小
漁
師
仲
間
に
お
い
て
も
、
無
資
本
で
稼
嚇
し

得
る
虚
貝
専
業
者
の
み
は
権
利
的
に
差
別
さ
れ
、
一
人
前
の
漁
師
扱

　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
を
受
け
な
か
っ
た
。

　
小
漁
師
は
、
村
に
よ
っ
て
方
法
を
異
に
す
る
が
、
地
区
仲
間
に
分

れ
て
総
代
を
組
谷
総
代
会
に
送
っ
て
い
た
が
、
八
浜
に
お
い
て
は
漁

種…

ﾊ
に
持
網
留
日
間
・
ウ
ナ
ギ
畑
白
月
押
間
・
ウ
ナ
ギ
縄
仲
間
・
ウ
ナ
ギ

建
網
前
行
∵
雑
魚
仲
間
∵
見
石
部
（
こ
れ
の
み
は
八
浜
部
落
と
距
離
が
あ

り
部
落
と
し
て
へ
括
、
漁
燈
は
投
網
）
に
分
れ
て
い
た
。
漁
業
組
合
は
大

漁
師
専
業
者
を
排
除
し
て
こ
れ
ら
小
漁
師
の
み
で
結
成
さ
れ
、
児
島

湾
の
最
重
要
な
慣
行
に
よ
る
専
用
漁
業
権
は
泊
岸
全
体
の
小
漁
師
が

保
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
漁
師
は
独
自
の
漁
業
権
を
行
使
し
得

た
た
め
、
か
つ
漁
業
収
益
も
小
漁
師
と
比
較
に
な
ら
ぬ
程
大
で
あ
っ

た
た
め
に
、
組
合
加
入
の
必
要
を
認
め
ず
自
己
の
告
訴
で
問
題
を
処
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理
し
て
い
た
の
で
あ
る
，

　
児
島
湾
沿
岸
に
は
、
小
串
を
除
い
て
九
幡
（
九
蠕
村
）
、
光
政
（
光

政
村
）
、
升
沼
（
津
田
村
、
以
上
三
は
現
在
西
大
寺
市
）
、
沖
田
（
沖
田
村
）
、

一二

ｦ
（
三
蟻
村
）
、
平
井
（
平
井
村
）
、
浜
野
（
礁
浜
村
）
、
一
二
福
（
福
浜

村
）
、
青
江
（
福
浜
村
）
、
芳
田
（
芳
田
村
）
、
今
保
（
白
石
村
、
以
上
八
は

現
在
岡
山
市
）
、
福
田
（
福
田
村
）
、
妹
尾
（
妹
尾
町
）
、
東
三
二
（
東
興
除

村
）
、
西
興
除
（
西
興
除
村
、
以
上
二
は
現
在
興
除
村
）
、
彦
崎
（
彦
崎
村
）
、

灘
（
灘
村
、
以
上
二
は
現
在
灘
崎
町
）
、
宇
藤
木
（
荘
内
村
）
、
槌
ケ
原
（
秀

天
村
、
後
に
荘
内
村
）
、
大
崎
（
秀
天
村
、
後
に
八
浜
町
）
、
八
浜
（
八
浜
町
、

以
上
四
は
現
在
玉
野
衛
）
、
甲
浦
（
甲
浦
村
、
現
在
岡
山
市
）
の
二
二
の
漁

業
組
合
が
成
立
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
連
合
し
て
「
児
島
湾
沿
燦
二

十
二
漁
業
組
合
扁
（
以
下
二
十
二
組
合
と
略
称
す
）
を
結
成
し
、
近
世
よ

り
水
主
浦
と
し
て
発
言
力
の
強
い
平
井
・
青
江
・
八
浜
・
二
心
の
う

ち
、
漁
民
数
・
専
業
者
の
多
く
か
つ
一
山
会
社
の
存
在
し
た
八
浜
に

そ
の
事
務
所
を
蹟
き
八
浜
漁
業
縄
合
を
代
表
組
合
と
し
て
湾
内
全
域

の
専
用
漁
業
権
を
享
有
し
た
の
で
あ
る
。
二
十
二
組
合
の
性
格
と
し

て
注
目
す
べ
き
は
、
第
一
に
慣
行
専
用
漁
業
権
に
結
ば
れ
た
強
い
結

束
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
利
審
に
は
二
十
二
組
合
の
名
で
行
動
し
た
点

で
あ
る
。
第
二
に
は
児
島
湾
内
部
に
お
け
る
漁
業
調
整
委
員
会
の
役

割
を
あ
る
程
度
果
し
て
い
た
点
で
、
最
も
闘
題
の
頻
発
し
た
の
は
笹

ケ
瀬
下
流
と
旭
川
河
口
付
近
の
シ
ラ
ウ
オ
漁
場
関
係
で
あ
っ
た
が
、

時
と
し
て
警
察
力
の
介
入
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

各
組
含
の
代
蓑
理
事
よ
り
成
る
理
事
会
や
そ
の
選
出
し
た
委
員
会
は
、

湾
内
秩
序
の
維
持
に
相
当
の
貢
献
を
し
た
の
で
あ
る
。

　
ノ
リ
養
殖
は
二
十
二
組
合
の
直
接
管
理
下
に
ぼ
な
く
、
地
元
組
A
口

独
嵐
の
出
願
に
よ
っ
て
得
た
区
画
漁
業
権
に
基
く
。

　
諸
継
合
は
隣
接
す
る
小
輩
か
ら
児
島
半
島
南
岸
に
至
る
各
組
合
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

相
互
に
入
漁
協
定
を
結
び
操
業
し
て
き
た
。
た
だ
し
湾
奥
部
諸
騎
馬

が
湾
外
漁
業
に
示
す
興
味
は
少
な
か
っ
た
。

⑨
　
八
浜
町
漁
業
紐
合
総
代
会
決
議
録
に
よ
る
と
昭
和
…
○
年
六
月
の
通
常

　
総
会
に
お
い
て
、
後
述
す
る
倉
敷
レ
ー
ヨ
ン
補
償
金
の
配
分
を
審
議
し
た

　
際
、
ア
ゲ
マ
キ
採
捕
看
九
名
か
ら
幾
分
か
分
配
を
受
け
た
い
旨
申
出
が
あ

　
つ
た
が
、
ア
ゲ
マ
キ
採
捕
従
業
考
は
漁
業
組
倉
員
で
も
な
く
、
而
も
仲
間

　
の
組
織
も
な
く
、
便
宜
上
準
細
合
員
の
名
を
与
え
て
採
捕
護
票
を
交
付
し

　
て
い
る
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う
理
由
で
一
犯
否
決
嚇
載
を
行
っ
た
。

⑩
　
河
野
通
博
「
漁
場
入
会
慣
行
の
諸
類
型
ー
ー
i
明
治
期
の
番
謡
内
海
を
中

　
心
に
一
」
　
［
、
入
文
地
理
㎞
一
〇
巻
三
暑
。

囚
、
児
島
曲
調
会
社

近
世
画
期
よ
り
開
始
さ
れ
た
ハ
イ
ガ
イ
養
殖
は
、
湾
内
の
漁
業
権
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を
掌
握
し
て
い
た
八
浜
漁
民
の
反
対
に
対
し
て
文
久
財
閥
に
は
大
崎

の
大
庄
歴
が
藩
権
力
を
か
り
て
対
抗
し
次
第
に
事
業
を
拡
大
し
、
明

治
に
入
っ
て
益
肉
盛
況
と
な
っ
た
。
明
治
六
年
清
国
へ
の
初
輸
出
で

好
評
を
得
て
以
来
は
小
業
者
の
濫
立
・
濫
獲
に
よ
り
一
四
年
か
ら
濫

売
が
起
り
一
七
年
に
は
極
度
に
達
し
て
暴
落
し
、
業
者
の
倒
産
が
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

出
し
た
。
八
浜
の
藤
原
元
太
郎
は
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
業
者
を
結

合
し
て
組
合
を
作
っ
て
漸
次
拡
大
し
、
他
地
区
の
業
者
も
含
め
た
全

児
島
湾
の
組
合
は
明
治
一
九
年
に
成
立
し
た
。
し
か
し
組
合
内
に
種

貝
買
収
競
争
が
生
じ
再
び
問
題
と
な
っ
た
た
め
、
明
治
二
一
年
ま
ず

渾
大
魚
益
三
郎
と
興
除
封
に
児
島
養
貝
会
社
を
設
け
、
二
三
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

同
業
者
を
全
員
結
合
し
て
八
浜
に
児
島
養
貝
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

渾
大
防
を
社
長
と
し
た
が
出
資
金
一
八
、
二
九
〇
門
（
一
二
五
人
）
中
、

副
社
長
藤
原
は
二
、
八
九
〇
円
を
占
め
て
実
質
的
社
長
で
あ
っ
た
。

モ
ガ
イ
は
明
治
五
年
に
八
浜
で
養
殖
を
試
る
・
も
の
が
あ
っ
た
が
、
会

社
設
立
後
明
治
二
四
年
に
は
種
貝
欠
乏
の
た
め
島
根
県
中
海
よ
リ
モ

ガ
イ
種
苗
を
移
入
し
、
ま
た
二
六
年
に
は
有
明
海
よ
リ
ア
ゲ
マ
キ
成

貝
を
移
殖
し
た
。
二
七
年
児
島
養
貝
合
資
会
社
に
改
め
た
頃
に
は
既

に
苗
貝
の
蓄
積
を
行
っ
て
購
入
の
必
要
を
解
消
し
、
以
後
は
輸
出
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

増
加
・
経
営
順
調
を
続
け
、
三
七
年
に
は
藤
原
伊
太
郎
社
長
と
な
り
、

三
三
〇
町
歩
の
経
営
地
か
ら
ハ
イ
ガ
イ
・
モ
ガ
イ
の
年
産
は
五
万
石

　
　
　
⑭

に
達
し
た
。
大
正
七
年
に
は
日
本
養
貝
会
社
、
九
年
に
は
日
本
殖
産

株
式
会
社
に
改
め
た
。
こ
の
年
に
は
貝
類
三
種
の
養
殖
事
業
の
外
に

八
浜
に
て
小
倉
織
の
製
造
販
売
へ
と
多
角
化
し
、
朝
鮮
に
も
企
業
を

　
　
　
　
　
　
　
⑭

拡
大
し
て
ウ
ナ
ギ
噛
養
畜
胆
、
ウ
ナ
ギ
描
醗
証
㎎
、
潜
水
器
み
畢
雛
納
を
開
始
、
さ
ら

に
ト
ロ
ー
ル
事
業
に
発
展
し
た
。
も
し
こ
れ
ら
が
順
調
に
成
畏
し
て

お
れ
ば
大
洋
漁
業
に
比
肩
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
第
一
次
大
戦
後
か

ら
昭
和
初
期
の
不
況
で
ま
ず
織
物
事
業
に
失
敗
、
ト
ロ
ー
ル
も
放
漫

経
営
の
た
め
成
功
を
見
な
か
っ
た
。
加
え
て
養
目
ハ
の
成
長
不
良
∵
中

国
に
お
け
る
日
貨
排
斥
の
影
響
で
、
藻
貝
事
業
に
専
ら
全
力
を
注
ぎ

っ
っ
も
次
第
に
経
営
は
不
振
の
方
向
に
傾
い
た
。
そ
の
後
唐
事
成
績

は
圏
復
し
た
が
、
児
島
湾
干
拓
の
進
行
・
第
二
次
大
戦
に
よ
り
成
績

は
漸
次
低
落
、
敗
戦
に
よ
り
当
時
一
五
〇
万
円
の
在
外
資
産
を
喪
失
、

淡
水
湖
化
に
よ
り
全
漸
悟
に
事
業
を
消
滅
し
た
。

　
養
殖
初
期
に
八
浜
漁
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
記
録
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
会
社
設
立
後
に
事
業
の
進
展
を
見
、
最
高
時
は
一
〇

翻
醍
当
を
行
う
ほ
ど
収
益
を
挙
げ
る
に
至
り
得
た
の
は
、
藤
原
元
太

郎
が
八
浜
で
首
位
の
ロ
ー
カ
ル
・
ブ
ル
ジ
・
ワ
ジ
ー
で
町
長
・
漁
業

組
合
長
・
二
十
二
組
合
代
表
者
を
兼
ね
、
小
漁
師
群
を
掌
握
支
配
し
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て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
明
治
二
七
年
六
月
、
養
貝
会
社
は
八
浜
漁
民

ど
、
同
三
〇
年
一
二
月
に
は
盤
石
（
八
浜
町
）
漁
民
と
契
約
し
、
区
画

漁
業
が
専
用
漁
業
権
に
及
ぼ
す
被
害
と
し
て
補
償
を
毎
年
支
払
う
ほ

か
、
児
島
湾
内
で
新
に
ハ
イ
ガ
イ
・
モ
ガ
イ
養
殖
出
願
者
が
あ
れ
ば

八
浜
漁
業
組
合
は
徹
底
的
に
そ
の
排
除
を
運
動
す
る
旨
定
め
て
お
り
、

三
六
年
三
月
に
は
こ
れ
を
更
新
、
四
三
年
五
月
に
は
会
社
と
八
浜
漁

業
組
合
は
一
五
年
契
約
で
綴
合
員
の
採
捕
す
る
貝
類
を
会
社
に
一
手

特
約
販
売
し
、
そ
の
報
酬
と
し
て
年
額
一
〇
〇
円
、
買
入
金
額
の
五

％
を
手
数
料
と
し
て
組
合
へ
贈
与
す
る
こ
と
、
会
社
へ
販
売
せ
ぬ
違

反
絹
合
員
に
は
制
裁
か
不
利
益
処
分
を
組
合
が
加
え
る
こ
と
を
約
し

　
　
⑭

て
い
る
。
こ
の
契
約
は
大
正
三
年
一
一
月
、
報
酬
年
額
を
五
〇
円
、

手
数
料
率
を
二
％
に
滅
じ
一
一
年
契
約
で
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　
か
か
る
流
通
過
程
の
独
占
確
立
後
は
、
次
章
に
述
べ
る
二
十
二
組

合
養
貝
事
業
と
の
関
係
を
通
じ
て
経
営
を
拡
大
し
、
か
つ
中
闘
へ
の

ハ
イ
ガ
イ
の
生
貝
輸
出
以
外
は
ア
ゲ
マ
キ
の
煮
乾
（
中
函
輸
出
）
・
モ

ガ
イ
の
む
き
み
・
等
、
単
純
潴
工
お
よ
び
罐
詰
製
造
に
関
し
て
妹
尾
漁

民
の
単
純
加
工
を
除
く
湾
内
雪
下
の
独
占
工
場
を
有
し
、
漁
畏
の
家

族
（
女
子
）
の
雇
傭
を
通
じ
て
支
配
体
制
を
更
に
強
化
し
て
い
た
。

従
っ
て
児
島
湾
の
干
拓
は
男
子
に
よ
る
漁
業
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら

大
量
の
婦
人
労
働
力
の
雇
傭
機
会
を
も
奪
っ
た
の
で
あ
る
。

　
敗
戦
後
従
業
員
へ
の
退
職
金
の
代
替
と
し
て
会
社
は
区
画
漁
業
権

を
譲
渡
し
（
た
だ
し
登
記
せ
ず
、
　
営
業
権
を
護
渡
し
た
）
、
か
れ
ら
は
児

島
水
産
加
工
会
社
を
組
織
し
た
が
僅
か
に
約
四
年
の
経
営
の
後
に
淡

水
湖
化
工
事
に
よ
っ
て
事
業
は
閉
ざ
さ
れ
た
。

⑪
　
当
時
八
浜
最
大
の
資
産
家
で
醤
油
醸
造
業
を
経
営
（
後
に
不
振
の
た
め

　
閉
鎖
）
、
地
元
の
各
役
職
を
兼
任
し
た
ほ
か
衆
会
議
員
に
撫
毒
し
た
。

⑫
藤
廉
潔
輔
氏
蔵
、
「
伏
老
・
藻
介
業
殖
革
業
方
法
書
」
（
明
治
三
五
年

　
藤
原
元
太
郎
の
編
に
な
る
稿
本
）
に
よ
れ
ば
、
藤
原
の
他
の
大
口
出
資
者

　
と
し
て
は
渡
辺
柳
次
蹄
の
一
、
六
六
〇
円
が
あ
り
、
以
下
は
一
、
○
○
○

　
円
以
上
一
人
、
一
〇
〇
〇
1
五
〇
〇
円
四
人
、
五
〇
〇
i
三
〇
〇
円
九
人
、

　
三
〇
〇
…
二
〇
〇
円
五
人
、
二
〇
〇
一
一
〇
〇
円
二
一
人
、
　
一
〇
〇
一
五

　
〇
円
二
へ
入
、
五
〇
…
三
〇
円
一
〇
人
、
三
〇
1
一
〇
円
二
八
人
、
　
一
〇

　
円
以
下
二
七
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
業
庸
と
い
う
の
は
貝
商
入
で
あ

　
り
、
大
口
出
資
者
の
一
部
は
寄
生
．
地
主
や
騎
芽
状
態
の
産
、
業
資
本
と
見
ら

・
れ
、
小
口
出
資
者
が
獲
醸
経
営
者
兼
商
入
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

　
れ
ら
が
養
円
ハ
ム
四
挺
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
産
業
資
本
へ
の
転
化
を
と
げ

　
た
わ
け
で
あ
る
が
、
出
資
考
中
に
は
八
浜
漁
業
組
A
雌
の
理
塩
と
な
っ
た
者

　
の
名
が
中
以
上
の
出
資
藩
中
に
見
ら
れ
、
従
っ
て
八
浜
は
組
合
幹
部
は
会

　
社
幹
部
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

⑧
　
前
掲
書
。

⑪
　
八
浜
宮
狽
に
建
立
さ
れ
て
い
る
児
島
養
興
偉
功
碑
（
明
治
四
三
年
前
に
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よ
る
。

⑯
　
藤
原
基
輔
氏
に
よ
れ
ば
、
寓
朝
鮮
に
お
い
て
集
馴
し
た
ウ
．
ナ
ギ
を
加
養

　
し
、
内
地
溜
場
を
勘
案
し
つ
つ
大
阪
等
へ
出
荷
し
た
も
の
と
い
う
。

⑱
八
浜
漁
業
組
合
蔵
門
重
要
証
拠
書
類
」
綴
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
　
第
二
章
昌
干
拓
の
着
手
と
漁
村
の
対
亦

　
　
一
、
漁
業
補
償

　
明
治
三
一
年
藤
田
伝
三
郎
は
干
拓
工
事
に
着
手
す
る
に
当
り
周
辺

町
村
お
よ
び
漁
業
者
に
対
し
諸
種
の
補
償
契
約
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
関
係
地
方
す
な
わ
ち
水
利
問
題
に
利
害
を
有
す
る
町
村
に
対

す
る
も
の
は
第
二
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
漁
斑
に
幽
す
る
契
約
は
当
時
漁
業
法
十
二
定
の
た
め
漁
業
者
総
代

と
の
間
に
結
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
二
種
に
分
れ
る
。
す
な

わ
ち
小
漁
師
に
対
し
て
は
漁
業
補
償
を
以
て
し
、
数
的
に
少
な
い
大

漁
師
に
対
し
て
は
漁
業
権
買
取
り
を
行
っ
た
。
ま
ず
小
漁
師
か
ら
見

る
と
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
通
覧
す
る
と
次
の
諸
点
が
注
際
さ
れ
る
。
第
一
に
、
こ
の

大
規
模
な
干
拓
事
業
は
地
元
漁
村
の
み
な
ら
ず
隣
接
・
周
辺
漁
村
は

竜
ち
う
ん
、
遠
隔
地
漁
村
に
も
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
に
竜
か
か
わ
ら
ず
、
僅
か
の
漁
村
の
み
を
村
象
と
し
て
い

第2表
…．

?要約契

iEiT　村　プ森　認　；事　乳頁 醒ξ田より名ギ贈または提供
契約日月田　契約町村

1．　1万門寄贈　　　　　②
2．6区内の30町歩を寄贈

1．明治22年の命禽書に越
く設計及び変更設計の寿ミ

2．瀧概常水の好意的流髄

Eリヨを台33ほ．19

　　　　　　　　　　＠

柔㍗敷タト22田」’村

1．4千円霧贈
2．5区：内の13町歩を寄贈

1．同上
2．詞上

　　　　　　i　（ll）
明治33．7．ユ51福浜村外8村

明治35．3．27 八浜町長藤原
元太郎

1．羅　上
2．3区以外に於ても県庁
の許可を得た設計は認定
すること

1．明治33ag　1月7ff八浜
町漁業者との契約に基く
八浜町の要求をいれ，宮
山を基点としてその以西
を開墾することに訂正

注①　4郡23町村は開墾言∫阿取消訴願を決議し，訴訟手続を準備中であったが，貴族院

　　議員野崎武吉郎・衆議薮完議員田辺為三螂の調登抑こより訴訟を中止し，この条件で妥

①　4郡器町村は開墾許可取消訴願を決議し，訴訟手続を準備中であったが，貴族院
　議員野崎武吉郎・衆議薮完議員田辺為三螂の調登抑こより訴訟を中止し，この条件で妥

　結した。

②　現在興陽高校敷地となっている。これと騎に漁業補償とからんで藤［［｛は妹尾町に

　1町歩贈与を予約，東興除村に2町歩・西興除村に1町歩を小学校基本財産用とし
　て贈与を予約している。

③　2郡9村に対して（1）の場合と同じく両議員の調檸が行われて妥結した。
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鐸二拓とeSi’民　（一．圭二）　（由圭乞渉藤）

第3表
項事約契

漁業看承認二項 藤田より寄贈または提供

契約漁業者契約年月日

1．転業補償準舗金2，500
円を寄贈
2．小作地80町を指定して
おくこと

1．開墾設計に異議なきこ
と

2。一一般漁業濤は別に金銭

を要求しない

妹尾町漁業巻
総代安募喜平
飽22名

明治32。7．玉5

1。　開墾につきS3来≧二業に

損害を与えるおそれがあ
るため転業補償準備金
3，000円を寄贈
2．　6区二，　7医に，オく面6万

坪を養魚場に設鋳する

1．開墾エ事着手を承認す
る

2．共詞山林13町の立木2
劉を寄贈

八浜町漁業者
総代山旺i直平

他2名

明・治33．1．7

補償準備金700円

内で水面2万5千
料貸与する

業
贈
区
有

転
寄
3
を

・
を
．
坪

1
　
　
2

1．明治22年の命令雷に基
く1匿から8区までの設
計を認定する
2．漁場が減少しても金銭
物件の要求をしない

橘浜村青江漁
業壷総代西山
久五郎他2名

明1台35．2．7

1・転業補償準備金500円
を寄贈
2．3区内で潮廻その他の
水面2万坪を有料貸与す
る

1．織上
2．縄上平井村漁業者

総代綾野万吉
他2名

紗聾1会35．2．7

1．転業補償準備金500円
を寄贈

1．明治22年の命令書に1
区から8区喜での設計お
よび県庁の許可を得た設
計変更を認定する

福浜村浜野漁
業組合理事江
口重造

大正2．8．31

る
。
漁
村
側
は
漁
業
組
合
未
結
成
で
あ
り
（
浜
野
の
み
は

結
成
後
に
契
約
）
、
二
十
二
組
合
も
生
れ
て
お
ら
ず
、
各

漁
村
は
村
内
有
力
者
の
支
配
下
に
あ
っ
て
一
般
漁
毘
の

意
識
の
低
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
漁
村
中
水
主
浦
の
権

利
が
優
越
し
、
農
村
か
ら
半
農
半
漁
化
し
た
村
々
は
漁

業
権
に
対
す
る
発
需
力
が
弱
く
、
漁
業
依
存
慶
の
如
何

に
か
か
わ
ら
ず
封
建
的
慣
行
に
よ
る
権
利
が
先
行
し
て

い
た
こ
と
が
、
強
力
に
結
束
し
て
交
渉
に
臨
む
態
勢
を

準
備
さ
せ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
妹
尾
村

は
干
潟
漁
描
未
・
養
貝
（
カ
キ
・
ハ
イ
ガ
イ
）
・
網
漁
業
を

行
い
、
中
で
も
養
貝
の
比
重
最
も
大
で
ハ
イ
ガ
イ
は
明

治
二
年
頃
よ
り
養
殖
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ム
ル

ド
ル
の
復
命
書
提
出
の
翌
年
（
明
治
一
五
年
）
に
は
岡
山

県
は
貝
の
新
規
ま
き
付
け
を
禁
止
し
、
そ
の
翌
年
は
農

災
に
反
し
て
貝
は
多
量
に
発
生
を
見
た
た
め
九
三
〇
町

に
限
っ
て
一
二
年
期
限
で
許
可
、
た
だ
し
開
墾
事
業
等
の

場
合
は
即
時
停
止
と
い
う
条
件
を
付
さ
れ
た
。
従
っ
て

漁
業
権
そ
の
も
の
が
法
的
に
確
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

時
代
に
お
い
て
は
、
当
然
補
償
の
対
象
と
な
る
べ
き
権
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利
が
抑
圧
さ
れ
、
干
拓
事
業
が
優
越
し
た
の
で
あ
っ
た
。
児
島
湾
干

拓
史
の
翫
賞
は
藤
田
が
補
償
し
た
の
は
「
干
潟
漁
に
従
事
す
る
漁
民

の
前
途
に
潔
き
を
置
き
た
る
が
為
一
で
一
般
に
上
記
お
よ
び
後
述
の

処
置
は
「
児
島
湾
沿
岸
の
漁
業
者
に
対
す
る
情
義
」
と
し
て
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
も
の
で
「
起
業
者
の
美
徳
と
し
て
明
記
」
し
て
い
る
が
、
政
商
藤

田
の
側
に
立
つ
見
解
と
し
て
温
情
主
義
的
色
彩
濃
厚
で
あ
る
。
藤
田

の
処
置
は
二
区
・
六
区
に
あ
た
る
干
潟
に
活
動
し
た
妹
尾
の
他
は
、

水
主
浦
に
対
す
る
挨
拶
で
あ
り
、
他
の
多
く
の
漁
村
に
は
な
ん
ら
の

意
志
表
示
も
な
か
っ
た
の
み
で
な
く
、
補
償
額
は
極
め
て
低
い
。
八

浜
に
は
木
材
提
供
の
反
対
要
求
を
行
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
第
二

点
と
し
て
は
、
干
拓
完
成
時
に
は
水
面
が
狭
険
化
し
て
海
面
漁
業
は

ほ
と
ん
ど
潰
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

や
や
内
陸
に
位
興
す
る
街
道
筋
の
町
で
あ
り
農
村
で
あ
る
妹
尾
が
小

、
作
地
と
し
て
の
農
地
予
約
を
得
て
い
る
ほ
か
は
、
竜
つ
ば
ら
僅
か
な

現
金
と
養
魚
場
に
満
足
し
、
漁
村
と
し
て
の
性
格
を
転
換
し
て
生
活

し
得
る
に
足
る
だ
け
の
も
の
を
要
求
し
て
い
な
い
。
干
拓
事
業
の
規

模
が
大
き
い
た
め
成
功
可
能
か
否
か
が
遠
い
将
来
の
こ
と
で
不
明
で

あ
っ
た
し
、
漁
民
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
者
が
こ
れ
を
夢
物
語
り
と

し
て
、
現
実
感
を
以
て
事
に
処
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か

1　樫木漁業権を買屋する
2　これを有料貸与する

第　4　表

1．樫木漁業権鑑札23枚を
売渡す
2．いかなる事情あるも新
設せず，他人の願書にも
調印しない

甲浦村北浦
森本貞三鄭他
1！名

明治32．1．27

1．同上（3，500円）
2．これを無料貸与する

1．同　上14枚を売渡す
2．同上

八浜町　和田
熊一郎他9名

明1台34．10．6

1．同　上（450円）

2．伺上
！．同　上2枚を売渡す
2．同上

八浜町　山田
薩平他3町

明書台35．3．27

1．　岡　　上（700円）

2．同　上
1．矢井床漁業権鑑札2枚
を売渡す
2．隅上
3．騰墾1区より8区の設
計を承認する

八浜町
下方吉造他6
名明治36．1．2卜

し
な
が
ら
水
主
浦

を
主
に
し
た
も
の

と
は
い
え
小
漁
師

は
漁
業
補
償
と
い

う
形
で
協
定
し
、

残
存
海
面
に
お
け

る
漁
業
継
続
の
権
｝

利
を
保
持
し
た
の

に
対
し
、
大
漁
師

は
事
情
を
異
に
し

た
。　

す
な
わ
ち
小
漁

師
の
慣
行
漁
業
権

が
顧
的
で
あ
る
に

反
し
て
点
的
な
漁

業
権
を
有
す
る
大

漁
師
に
対
し
て
は
、

こ
れ
を
買
収
し
改

め
て
貸
与
す
る
手
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L拓と漁撮：（」k）　（由比浜）

段
を
と
っ
て
い
る
。
地
先
が
干
拓
さ
れ
る
か
否
か
に
よ
り
無
料
∵
有

料
の
別
が
あ
る
が
、
漁
業
法
施
行
後
も
漁
業
権
は
藤
田
組
に
属
し
、

干
拓
完
成
ま
で
の
永
久
小
作
権
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
そ
の

後
に
発
生
し
た
諸
問
題
に
関
し
て
は
大
漁
、
師
は
補
償
要
求
の
根
拠
を

失
っ
て
お
り
、
第
二
次
大
戦
後
は
樫
木
組
合
・
矢
井
床
組
合
も
弱
体

化
し
て
遂
に
小
漁
師
の
仲
閥
た
る
漁
協
に
韻
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。　

こ
の
よ
う
に
し
て
藤
…
田
が
支
出
し
た
漁
業
補
償
金
は
一
六
、
○
○

○
円
余
、
周
辺
町
村
へ
の
贈
与
金
を
加
算
す
る
と
三
〇
、
0
0
0
円

　
　
　
　
㊦

余
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
藤
田
へ
の
干
拓
許
訂
後
に
設
立
を
み
た
理
財
会
社

に
は
何
ら
の
交
渉
も
な
か
っ
た
。

⑰
井
上
経
重
『
児
島
湾
開
墾
史
』
二
胤
一
…
二
五
磁
頁
。

⑱
同
上
、
二
鷲
四
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
二
、
干
拓
進
行
に
伴
な
う
漁
村
側
の
対
策

　
前
節
に
示
し
た
補
償
金
が
ど
の
よ
う
に
、
い
つ
分
配
さ
れ
た
か
に

関
し
て
は
資
料
も
聴
取
り
も
得
ら
れ
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
藤
田

と
の
契
約
文
衝
に
よ
池
ば
そ
れ
は
単
な
る
補
償
金
で
は
な
く
て
転
業

補
償
準
備
金
で
あ
り
、
開
墾
起
工
の
た
め
漁
業
者
が
実
際
困
難
を
感

ず
る
時
ま
で
蓄
積
利
殖
し
分
配
は
し
な
い
旨
の
条
項
が
入
っ
て
い
た

が
、
恐
ら
く
受
領
後
日
を
経
ず
し
て
分
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
三
区
か
ら
七
区
に
至
る
ま
で
の
起
工
認
可
が
下
っ
た
大
正
二
年
に
、

二
十
二
組
合
は
七
区
予
定
地
域
に
藤
田
組
の
承
認
を
得
て
干
拓
事
業

に
支
障
を
来
す
場
合
は
直
ち
に
放
棄
す
る
こ
と
を
条
件
に
ハ
イ
ガ

イ
・
モ
ガ
イ
・
ア
ゲ
マ
キ
養
殖
の
た
め
の
区
画
漁
業
権
を
設
定
し
、

同
年
八
月
藤
田
組
と
の
閥
に
、
養
殖
収
益
の
三
分
の
一
以
上
を
蓄
積

し
て
干
拓
の
影
響
に
よ
り
漁
業
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
漁
業
老
救
済

資
金
と
す
る
こ
と
を
契
約
し
た
。
養
貝
鄭
業
経
営
の
た
め
に
は
す
で

に
藤
田
組
の
所
有
と
な
っ
て
い
た
矢
井
床
漁
業
権
に
対
し
逆
に
年
額

六
〇
円
の
補
償
が
必
要
で
あ
っ
た
。
二
十
二
組
舎
は
児
島
養
貝
会
社

に
こ
の
経
営
を
委
托
す
る
こ
と
と
し
、
同
年
一
二
月
、
ハ
イ
ガ
イ
・

モ
ガ
イ
養
殖
地
約
一
一
〇
町
歩
の
使
用
料
を
年
額
一
、
四
五
四
円
、

会
社
の
養
殖
区
域
変
更
認
定
に
よ
り
生
じ
る
漁
業
上
の
損
害
補
償
を

年
額
六
六
六
円
と
す
る
一
〇
年
契
約
を
交
し
、
ア
ゲ
マ
キ
養
殖
地
約

一
二
六
町
歩
に
つ
い
て
は
藤
原
元
太
郎
（
す
な
わ
ち
養
貝
会
社
）
と
地

益
金
年
額
八
0
0
円
、
養
殖
経
費
な
ら
び
に
鳥
貝
会
社
の
繰
替
金
に

対
す
る
年
一
割
の
利
子
を
収
益
よ
り
控
除
し
た
残
額
の
三
〇
％
を
組

合
が
、
七
〇
％
を
会
社
が
得
る
こ
と
と
す
る
六
年
契
約
を
締
結
し
た
。
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そ
し
て
ニ
ヤ
ニ
組
合
に
蓄
積
す
る
収
益
の
配
分
時
期
は
藤
繊
組
と
の

契
約
に
基
き
必
要
時
に
藤
田
組
と
交
渉
す
る
こ
と
と
し
て
、
各
組
合

に
対
す
る
配
分
率
を
各
養
殖
地
区
に
関
し
組
合
平
等
割
・
組
合
員
数

割
・
特
別
割
（
区
域
地
元
組
含
）
に
よ
P
算
定
し
、
藤
田
組
の
同
意
を

得
た
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
こ
れ
は
自
己
の
漁
業
権
を
定
額
お
よ
び
刈
分
小
作
料
で

貸
付
け
る
寄
生
地
主
的
養
殖
事
業
で
あ
っ
た
。
し
か
も
藤
原
元
太
郎

の
占
め
た
地
位
か
ら
、
養
貝
会
社
を
最
初
か
ら
指
名
委
託
者
と
し
た

の
で
あ
っ
た
。
　
一
〇
年
を
経
た
後
に
契
約
を
更
新
す
る
に
当
っ
て
、

二
十
二
組
含
理
事
会
は
組
含
自
営
を
決
定
、
前
よ
り
も
厳
格
な
規
定

（
保
証
金
寄
託
）
を
設
け
公
開
入
札
に
よ
り
経
営
委
託
し
よ
う
と
し
，

前
回
に
契
約
し
た
養
貝
会
社
（
す
で
に
当
時
艮
本
殖
産
）
　
に
対
し
期
間

第5表
大正14年以降

　　　E分醜額i蓄積額

大正2年一大蕉13年

　　　　　共　　同
分配額　　　　　蓄積額

　　円

46，383

46，383

58，947

55，883

46，383

48，222

8ユ，473

51，5！7

34，433

448ユ4
　　，

26．771
　　’

40．561
　　’

122，132

114，083

57，861

34．013
　　　’

148，634

42，666

37，010

72，014

202，708

83．775
　　　’

轟
纏
聡
雛
翻
擁
灘
黙
黙
懇
諭
脚
哩
銘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

組合名

鑑
翻
灘
瀬
瀬
翻
躍
瀦
瀦
珊
淵
雨
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

燕
纏
購
欝
器
頭
熱
懸
樋
鐸
論
難

蟻
田
政
田
蟻
井
福
江
野
田
二
期
羅
縣
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ゑ

　
九
升
光
淋
三
平
三
宥
浜
芳
今
福
妹
東
瓶

一
　
　
　
　
　
…

　
　
．

彦崎
灘

槌ケ殿

宇藤木

大崎
八浜
甲浦1－sl

@｝Ri　l　vJlviJ　1　VJilJO　1　．1　il．」LVdilum＝’si’V　um

ft，，　．i－f　11，486，66601！，462，666＠11，414，334（D11，496，666e

注①　損害補償額に使用料金・地益金の3分の1を㈱算し

　　たもの

　②　使用料金●地益金の3分の2

満
了
に
つ
き
返
還
要
求
を
行
っ

た
の
で
、
期
限
満
了
の
際
は
使

用
轡
を
協
定
す
る
と
の
前
回
契

約
に
よ
っ
て
使
用
権
は
継
続
す

る
と
主
張
す
る
会
社
側
と
対
立

し
、
新
た
な
条
件
で
入
札
を
強

行
し
た
が
、
再
度
繰
返
し
て
も

賃
貸
料
を
満
足
さ
す
入
札
者
が

な
か
っ
た
た
め
二
十
二
組
舎
も

折
れ
、
脅
鴬
と
い
う
形
式
上
の

主
．
張
を
し
つ
つ
も
再
一
び
養
子
ム
誤

認
と
年
額
一
、
五
五
四
円
で
契

約
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
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認静掘と淡慧1羅（．｝二）　（薩鷺工ヒミ興）

あ
る
。
大
正
一
三
年
に
は
藤
…
田
組
の
承
認
を
得
て
二
十
二
組
合
共
同

蓄
積
金
を
各
組
合
に
分
配
保
管
す
る
こ
と
と
し
、
同
時
に
分
配
率
に

修
正
を
加
え
た
。
ま
た
大
正
一
四
年
に
は
ア
ゲ
マ
キ
純
益
の
配
分
率

を
二
十
二
組
合
五
割
、
妹
尾
二
割
、
日
本
殖
産
一
二
割
と
し
、
会
社
の

取
分
を
引
き
下
げ
て
い
る
。
ア
ゲ
マ
キ
養
殖
成
績
は
第
六
表
の
如
く

で
あ
る
。

第’6表
；軌
イラ年～欠① 暴挙磐戸

昭和1

　　2

（一）　852Fji翌釜

　　　　　F
r一〉　627　1

（一）　852Fji翌年｛二嚢1越

　　　　　F（一）　627　i

　　　　　i
（一）　215

巳勾

撃
圏
ｫ

　　2，m　1

　　　　　’（一）　169

　　1，532

（一）　499　i

（一）79月

1＝1勾6劉

　Il

　t1
5：2：3で配分

　Ir

　／1

翌年繰越

5：2：3で配分

翌年繰越

　tt
　1／

　t1

3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

注　①大」五！4年以前および昭和13年以後

　に関しては資料を得ず，不明である。

　
二
十
二
組
合
あ
る
い
は
各
単
位
組
合
が
、
組
含
と
し
て
漁
民
の
転

．
業
準
備
の
た
め
の
資
金
蓄
積
を
は
か
っ
た
の
は
、
こ
の
「
自
営
」
養

殖
事
業
が
唯
一
の
竜
の
で
あ
っ
た
。
三
区
か
ら
七
区
に
わ
た
る
地
区

は
拘
泥
堤
の
捨
石
が
ま
か
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
悠
長
竣
堆
積
待
ち

で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
期
聞
を
利
驚
し
た
資
金
蓄
積
手
段
は
賢
明
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
軌
一
般
漁
民
は
工
事
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
漁

獲
漸
減
傾
向
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
な
お
相
当
の
収
獲
を
挙
げ
つ
つ
、

次
の
世
代
へ
と
移
っ
て
行
っ
た
。

⑲
こ
の
項
の
資
料
は
主
と
し
て
二
＋
二
組
合
理
事
会
決
議
鎌
、
八
浜
漁
業

　
組
含
総
代
会
決
議
録
、
沖
田
漁
業
組
合
の
児
島
湾
二
十
二
漁
業
組
合
関
係

　
艶
目
類
蝋
臓
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
第
三
章
　
開
墾
期
限
延
長
反
対
行
政
訴
訟

　
　
㎜
、
発
　
　
　
端

　
藤
田
組
に
許
可
さ
れ
た
工
期
は
既
に
一
回
更
新
さ
れ
て
い
た
が
、

昭
和
八
年
三
月
未
で
再
び
そ
の
期
限
竜
切
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
、

藤
田
組
は
再
延
長
許
、
列
の
運
動
を
始
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
昭

和
六
年
二
月
、
倉
敷
布
長
は
二
十
二
組
合
に
書
簡
を
送
り
、
干
拓
が

水
利
・
水
運
・
水
産
に
及
ぼ
し
た
悪
影
響
を
非
難
し
、
期
限
更
新
出

願
中
の
藤
田
組
に
対
抗
し
て
こ
れ
を
阻
止
す
る
共
同
闘
争
を
提
案
、

知
事
及
び
農
林
大
臣
宛
の
陳
清
書
原
案
を
示
し
た
。
二
十
二
組
合
は

直
ち
に
理
事
会
を
際
催
し
て
こ
れ
に
呼
応
す
る
回
答
を
送
り
、
か
つ

内
務
大
臣
・
農
林
大
臣
・
知
事
に
対
し
て
開
墾
延
期
を
不
許
可
と
す

る
よ
う
要
請
す
る
練
清
書
（
賞
緻
そ
の
他
の
町
村
と
懸
文
）
を
発
し
た
。
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そ
の
中
で
・
肺
仮
ら
は
次
の
如
く
日
野
情
…
埋
由
を
述
べ
て
い
る
。

　
…
－
往
年
藤
田
伝
三
郎
ノ
該
湾
閲
墾
ヲ
企
ツ
ル
や
毫
モ
関
係
市
町
村
ト
協

　
熊
蔵
セ
ズ
、
地
詣
カ
ノ
利
器
隅
従
来
ノ
編
纂
行
ヲ
酋
寸
評
ス
ル
ノ
態
度
二
出
’
ア
ズ
、
為

　
二
地
方
民
衆
二
大
イ
ナ
ル
不
｛
女
ヲ
与
へ
、
幻
日
氷
許
可
．
ノ
後
二
言
リ
テ
モ
紛

　
争
・
容
易
二
解
ケ
ズ
。
…
…
果
セ
ル
カ
ナ
該
企
業
ノ
進
歩
二
伴
ヒ
漸
次
期
待

　
ハ
｛
災
切
ラ
レ
、
杞
憂
ハ
事
霊
入
ト
ナ
リ
、
漁
…
獲
ハ
年
々
歳
々
轟
展
退
シ
テ
生
民

　
共
ノ
漁
ヲ
失
ヒ
、
湾
内
包
容
水
量
ノ
減
退
ユ
随
ヒ
テ
沿
岸
ノ
河
州
溝
渠
ハ

　
侮
レ
モ
潮
水
干
満
ノ
張
力
ヲ
失
ヒ
テ
水
位
ノ
低
下
ヲ
来
シ
、
土
砂
ノ
三
稜

　
㎝
者
ル
シ
ク
シ
テ
徒
二
醜
似
漢
ノ
労
仙
賀
ヲ
桶
州
シ
・
舟
贈
蓮
山
父
　
趨
ノ
便
ヲ
紡
…
ゲ
三
二
排

　
水
ノ
利
ヲ
失
フ
一
一
爺
レ
ル
ハ
事
実
ノ
証
ス
ル
所
ニ
シ
テ
沿
岸
市
町
村
ノ
被

　
害
甚
大
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
尚
年
々
被
害
ノ
増
進
ヲ
見
ソ
ト
ス
ル
引
外
．
二

　
藩
崩
心
二
堪
ヘ
ザ
ル
次
餓
一
二
有
ツ
」
候
・
：
・
：

　
越
え
て
昭
和
七
年
一
〇
月
、
陳
情
書
は
不
備
と
し
て
さ
し
庚
さ
れ
、

漁
獲
量
減
少
状
態
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
。
一
一
月
に
は
内
務
省
は
既

に
期
限
延
長
許
可
の
方
針
で
あ
る
と
の
報
告
が
陳
情
団
か
ら
も
た
ら

さ
れ
、
一
二
月
に
入
っ
て
二
十
二
組
合
は
関
係
市
町
村
会
と
合
流
し

て
お
の
お
の
対
策
委
員
を
選
出
し
、
市
町
村
会
の
陳
情
書
が
決
議
さ

れ
、
二
十
二
組
倉
は
総
会
を
開
催
し
て
「
藤
田
組
ノ
児
島
湾
開
墾
許

可
延
長
阻
止
ノ
目
約
貫
徹
ヲ
期
ス
」
と
の
宣
欝
を
発
表
、
再
陳
情
書

　
　
　
　
⑳

を
提
出
し
た
。
す
で
に
こ
の
頃
二
十
二
綴
合
は
行
政
訴
訟
提
起
を
決

意
し
、
理
事
会
を
開
い
て
訴
訟
の
た
め
の
資
斜
蒐
集
を
開
始
す
る
と

同
時
に
、
鼠
本
殖
産
に
対
し
て
訴
訟
の
際
の
資
金
援
助
を
依
頼
し
て

い
る
。
日
本
殖
産
は
千
拓
に
関
し
て
は
利
害
を
隅
じ
く
す
る
た
め
に
、

巨
額
は
不
能
で
あ
る
が
、
適
当
額
の
寄
付
を
行
う
と
約
し
た
（
三
〇

〇
円
を
回
付
し
て
い
る
）
。

　
禽
敷
市
が
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
を
と
っ
た
反
対
運
動
は
、
次
第
に
主

役
が
二
十
二
組
合
に
移
り
、
そ
れ
は
終
始
三
三
期
限
延
長
反
対
運
動

（
干
擁
廃
止
）
の
性
格
で
貫
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
七
年
＝
一

各
月
に
漁
業
組
合
所
在
の
一
五
町
村
長
（
ま
た
は
助
役
）
連
名
に
よ
る

知
事
あ
て
の
陳
情
書
は
、
期
限
延
長
を
必
至
と
見
て
早
く
も
条
件
闘

争
の
性
絡
を
示
し
、

ω
　
開
墾
ハ
各
区
ト
モ
一
斉
二
着
工
シ
必
ズ
五
年
以
内
二
完
了
セ
シ
ム
ル
コ

ト
②
従
前
補
償
ユ
漏
レ
タ
ル
湾
内
区
瀬
専
用
漁
業
権
者
及
漁
業
者
二
対
シ
充

　
分
補
償
ヲ
ナ
ス
コ
ト

紛
闘
墾
成
功
ノ
暁
船
生
テ
ハ
（
各
区
毎
二
）
漁
民
ノ
多
．
寡
其
他
ノ
状
況
二

　
応
ジ
漁
民
二
対
シ
転
業
用
編
当
反
別
ノ
水
田
ヲ
無
償
分
譲
ス
ル
コ
ト
並
二

　
必
要
反
別
ノ
永
小
作
地
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
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④
　
湾
内
漁
業
ノ
ミ
ニ
使
携
セ
ラ
ル
ル
漁
具
漁
網
類
ノ
補
償
及
転
業
生
産
器

　
呉
器
械
購
入
費
ヲ
第
二
項
補
償
二
充
分
児
輩
査
定
セ
ラ
ル
ル
コ
ト

㈲
開
墾
就
労
者
ハ
沿
燦
漁
民
希
望
者
ヲ
優
先
使
用
ス
ル
コ
ト

の
五
条
件
を
激
孫
り
て
、
　
「
険
要
寺
ノ
微
音
心
ア
ル
処
ヲ
貼
課
ト
セ
ラ
レ
此
ノ

穏
健
ニ
シ
テ
企
業
者
及
漁
民
が
共
存
共
栄
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
テ
問
題
鋏
静

二
効
果
充
分
ナ
リ
ト
信
ズ
ル
前
述
ノ
条
件
ノ
達
戒
実
現
相
叶
ヒ
候

様
」
と
一
二
十
二
組
合
と
知
事
の
闘
に
調
停
的
条
件
を
提
出
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
意
見
は
期
限
延
長
を
前
提
と
す
る
限
り
に
お
い
て
漁

民
側
に
必
要
な
条
件
を
こ
と
ご
と
く
盛
っ
て
あ
り
、
凶
事
に
価
す
る

も
の
で
あ
る
。
藤
田
組
も
最
大
限
の
譲
歩
を
す
れ
ば
こ
の
線
に
は
歩

み
寄
り
得
た
で
あ
ろ
う
し
、
漁
指
縄
も
転
業
上
の
保
証
を
こ
の
時
期

に
獲
得
で
き
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
二

＋
二
組
合
は
妥
協
の
意
志
を
持
た
ず
、
結
果
的
に
兇
る
と
泥
沼
に
落

ち
こ
ん
で
玉
砕
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
八
年
二
月
、
二

十
二
購
組
含
理
事
会
は
行
赦
訴
訟
を
一
旦
決
定
し
た
が
慎
重
を
期
し

て
三
丹
に
再
議
し
、
提
起
ま
で
に
面
骨
舎
の
総
会
決
議
を
と
り
そ
ろ

え
る
よ
う
急
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
そ
れ
ま
で
の
反
対
運
動
費

を
地
益
金
の
残
額
分
配
金
巾
よ
り
支
払
い
、
か
つ
麹
泥
堤
施
工
に
よ

る
漁
獲
激
減
の
、
た
め
漁
民
の
窮
状
見
る
に
忍
び
ず
と
し
て
当
分
の
間

分
平
地
益
金
の
蓄
積
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
か
く
し
て
蓄

積
は
継
続
さ
れ
ず
、
ま
た
本
来
は
漁
疑
転
業
資
金
と
な
る
べ
き
蓄
積

金
が
運
動
費
∵
訴
訟
費
と
し
て
手
を
つ
け
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

⑳
　
こ
の
章
の
資
料
は
主
と
し
て
二
十
二
組
合
理
事
会
決
議
銀
に
よ
る
。

⑳
　
各
組
合
は
流
通
過
程
を
掌
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
焦
産
統
計
を
欠
き
、

　
漁
獲
量
の
逐
年
変
化
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
さ
き
の
調

　
査
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
陳
惰
警
に
は
湾
内
の
魚
種
・
そ
の
名
声
・

　
歴
史
を
概
説
し
、
干
拓
に
よ
る
漁
獲
減
少
を
抽
象
的
に
訴
・
κ
、
年
間
漁
獲

　
は
一
〇
〇
万
円
で
こ
れ
を
失
う
と
き
は
漁
疑
と
寂
族
二
、
七
〇
〇
人
の
生

　
計
が
危
機
に
陥
る
と
い
う
趣
旨
し
か
述
べ
得
な
い
で
い
る
。

　
二
、
行
政
訴
訟
の
経
過

　
岡
山
県
知
事
を
被
風
と
し
て
「
被
告
が
昭
和
八
年
二
月
二
二
日
付

指
令
土
第
六
〇
七
号
ヲ
以
テ
為
シ
タ
ル
大
阪
甫
北
区
堂
島
北
町
二
〇

番
地
合
名
会
社
藤
田
組
ノ
出
願
轟
係
ル
児
島
湾
開
墾
設
計
変
更
、
竣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

工
期
闘
伸
長
二
関
ス
ル
許
可
処
分
ヲ
取
消
ス
。
訴
訟
費
用
ハ
被
告
ノ

ん
鍬
担
ト
ス
。
ト
ノ
篇
脚
判
決
ヲ
求
ム
」
と
の
由
丁
立
て
を
行
　
つ
た
「
不
法

処
分
取
消
請
求
ノ
訴
」
は
昭
和
八
年
五
月
二
田
行
政
裁
判
所
に
提

出
さ
れ
た
。
訴
状
に
掲
げ
る
理
由
書
は
大
約
次
の
諸
点
を
挙
げ
て
い

る
。qδ

@
公
有
水
面
埋
立
免
許
者
は
指
令
期
閲
中
に
設
計
通
り
竣
工
さ
せ
る
嚢
務
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が
あ
り
、
不
能
の
場
含
は
免
許
は
失
．
効
す
る
。
た
だ
正
当
の
理
由
が
あ
れ

　
ば
期
闘
延
長
を
な
し
得
る
が
、
被
告
の
解
釈
は
主
観
的
で
あ
り
正
当
の
理

　
　
　
　
　
　
露

　
由
も
な
く
成
功
の
見
、
込
み
も
な
い
。

鋤
　
専
絹
漁
業
権
・
入
漁
権
の
価
値
を
失
わ
せ
、
・
漁
罠
の
生
活
を
お
び
や
か

　
し
、
湾
内
の
状
況
を
変
え
て
水
害
の
危
険
を
生
じ
、
水
運
を
妨
げ
る
。
　
，

紛
魚
類
の
産
卵
艀
化
場
・
成
育
場
た
る
湾
を
埋
立
て
れ
ば
そ
の
影
響
は
内

　
海
漁
業
に
大
き
く
お
よ
ぶ
。

しゅ

@
本
件
は
免
許
失
効
で
あ
る
か
ら
新
規
免
許
と
職
二
の
取
扱
い
を
す
べ
き

　
で
、
ま
ず
そ
の
審
査
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
時
原
告
と
し
て
名
を
連
ね
た
の
は
一
七
組
合
で
あ
っ
て
、
平

井
・
青
江
・
浜
野
・
宇
藤
木
・
．
槌
ケ
原
の
五
組
合
は
脱
落
し
、
最
後

ま
で
行
動
を
共
に
し
な
か
っ
た
。
前
三
者
は
す
で
に
当
初
に
補
償
は

解
決
済
み
で
あ
り
起
訴
す
る
筋
合
で
な
い
と
の
見
解
で
あ
っ
た
ゆ
え

で
あ
り
、
宇
藤
木
は
組
合
長
が
地
先
に
開
墾
さ
れ
た
一
区
内
の
水
当

使
用
を
藤
田
組
と
契
約
し
て
お
り
、
関
係
が
密
接
で
訴
訟
に
参
加
し

難
い
立
場
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
吊
紐
合
に
対
し

て
二
十
二
組
合
は
昭
和
八
年
以
降
養
貝
地
貸
付
料
等
の
分
配
を
停
止

し
た
。

　
岡
年
一
’
月
に
は
藤
田
組
（
代
表
考
本
山
彦
一
）
は
準
鮪
を
整
え
て

訴
訟
に
参
加
し
、
こ
こ
に
訴
訟
は
本
格
化
し
て
以
後
足
か
け
六
年
に

わ
た
る
長
期
の
係
争
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
九
年
四
月
提
出
の
藤
田
組

の
準
備
書
面
は
免
許
期
闘
伸
長
許
可
処
分
の
正
当
性
を
主
張
し
、
そ

の
根
拠
と
し
て
要
約
す
れ
ば
次
の
諸
点
を
挙
げ
て
い
る
。

ω
　
児
島
湾
開
墾
許
可
に
至
る
ま
で
の
経
過
。

②
　
沿
津
地
方
の
反
対
運
動
、
　
一
区
お
よ
び
二
区
起
工
認
可
に
至
る
経
過
。

㈲
　
起
工
後
に
お
け
る
反
対
お
よ
び
調
停
。

ω
　

一
区
と
二
区
の
完
成
。

⑤
　
四
区
お
よ
び
八
区
の
取
消
事
情
。
　
（
以
上
当
時
ま
で
の
経
過
の
叙
述
）

㈲
　
三
区
・
五
区
・
六
区
・
七
区
の
現
状
。
拘
泥
堤
は
海
中
に
砂
堆
を
築
き

　
　
ソ
ダ
で
こ
れ
を
蔽
い
、
そ
の
上
に
石
を
ま
い
て
石
弓
と
す
る
構
造
で
、
莫

　
　
大
な
資
金
・
労
力
・
時
闘
を
要
し
、
当
初
の
期
限
た
る
大
正
八
年
五
月
一

　
　
四
貝
に
未
完
成
の
た
め
延
長
許
可
を
受
け
、
大
正
一
〇
年
に
至
り
ほ
と
ん

　
　
ど
全
部
完
了
し
た
が
、
風
波
で
破
損
す
る
ほ
か
付
着
三
原
採
取
の
た
め
人

　
　
為
的
破
損
が
あ
り
修
理
が
多
黛
と
な
る
。

　
⑦
　
同
上
地
区
の
期
間
伸
長
と
設
計
変
更
の
繊
願
。
ム
ル
ド
ル
式
に
干
潮
位

　
　
二
尺
に
達
す
る
ま
で
待
て
ば
昭
和
八
年
に
完
成
不
可
能
の
た
め
深
部
は
池

　
　
と
し
て
残
す
よ
う
設
計
を
変
更
。

　
㈲
　
期
聞
伸
長
の
正
当
な
事
由
。
か
か
る
大
事
業
は
中
断
さ
せ
ず
全
部
を
完

　
　
成
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
付
帯
義
務
工
事
た
る
河
口
改
修
は
県
に
巨
大
な
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攣煽と漁幾（上）（慮比浜）

　
利
益
を
与
え
て
い
る
，
も
し
工
事
申
断
す
れ
ば
拘
泥
堤
は
密
事
の
障
害
物

　
と
な
り
、
放
置
し
て
も
堆
積
が
進
行
す
る
。
し
か
し
ム
ル
ド
ル
式
に
よ
っ

　
た
た
め
工
事
が
遅
滞
し
た
の
は
不
可
抗
力
で
あ
る
。
設
計
を
変
更
し
た
た

　
め
早
急
完
成
は
可
能
で
あ
る
。
漁
獲
は
県
全
体
で
一
五
〇
1
二
〇
〇
万
円
、

　
児
島
湾
は
年
間
一
〇
万
円
に
過
ぎ
な
い
が
、
耕
地
が
完
成
す
れ
ば
三
一

　
四
・
五
万
石
す
な
わ
ち
一
六
八
一
二
三
八
万
門
の
収
穫
を
得
る
こ
と
と
な

　
る
。
漁
民
か
ら
小
作
農
に
転
ず
る
者
に
は
相
当
の
考
慮
を
払
う
か
ら
か
え

　
っ
て
生
活
が
安
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
原
告
の
専
用
漁
業
権
は
開
墾
免
許
後

　
生
じ
た
も
の
で
開
墾
完
成
と
共
に
消
滅
す
る
運
命
に
あ
り
、
期
闘
延
長
に

　
よ
り
そ
れ
だ
け
延
命
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

㈲
　
設
計
変
更
の
許
可
。
（
許
町
の
礪
実
）

　
客
観
酌
に
見
れ
ば
双
方
と
も
に
強
弁
な
い
し
は
誤
認
が
混
入
し
て

い
る
が
、
こ
れ
を
つ
い
て
原
告
と
参
加
人
の
聞
に
は
当
然
は
げ
し
い

論
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

原
告
主
張
　
　
「
一
区
・
二
区
の
開
墾
工
事
に
つ
い
て
は
そ
の
区
の
関
係
漁
業

　
考
に
対
し
補
償
契
約
を
行
っ
た
の
で
紛
争
は
な
い
。
三
・
五
・
六
・
七
区

　
に
つ
い
て
は
何
ら
鋪
償
の
事
実
は
な
い
。
」
「
拘
泥
堤
の
築
造
状
況
と
修
理

　
状
況
は
、
五
区
の
一
部
に
対
し
て
は
築
造
し
て
い
る
が
そ
の
他
に
対
し
て

　
は
築
造
事
笑
は
な
い
。
修
理
は
何
ら
形
跡
が
な
い
。
“
「
藤
頭
組
の
い
う
漁

　
獲
高
は
濁
り
で
あ
る
。
養
殖
の
み
で
二
五
万
円
、
魚
類
八
○
万
円
余
黒
総

　
計
一
五
〇
万
円
あ
る
が
、
近
年
障
害
を
受
け
て
減
少
し
て
い
る
。
」
「
漁
業

　
蒋
を
開
墾
事
業
に
多
数
使
役
し
て
い
る
と
い
う
が
そ
の
纂
実
は
な
く
、
今

　
後
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
」
「
小
作
農
転
業
の
考
慮
云
々
は
疑
い
が
あ
る
。
明

　
治
三
二
年
一
区
・
二
区
開
墾
の
際
に
妹
尾
に
八
○
町
歩
の
小
作
地
、
し
か

　
も
一
毛
よ
り
低
率
の
小
作
料
を
約
し
た
が
、
数
年
を
経
ず
し
て
小
作
地
は

　
種
々
の
難
字
で
引
ぎ
上
げ
、
現
寸
そ
の
．
一
附
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
小
作

　
料
も
他
と
何
ら
異
ら
な
い
。
』
等
々
。

参
加
人
主
張
　
　
「
専
用
漁
業
権
は
明
治
四
二
年
に
発
生
し
た
も
の
で
、
そ
れ

　
以
前
の
瀾
墾
権
に
対
抗
し
得
な
い
。
し
か
し
明
治
二
二
年
許
可
当
時
当
局

　
の
指
示
に
よ
り
当
時
の
申
出
に
よ
る
実
損
漁
業
艦
に
対
し
て
は
根
当
補
償

　
等
の
救
済
方
法
を
講
ず
る
が
よ
い
と
の
懇
話
が
あ
り
、
藤
田
と
し
て
も
情

　
義
上
こ
れ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
示
談
解
決
し
た
の
は
原
告
中
妹
尾
．
八

　
浜
・
串
浦
と
新
外
の
平
井
・
管
江
・
浜
野
の
六
組
含
で
あ
る
。
原
告
中
そ

　
の
他
の
組
合
は
二
二
年
の
県
告
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
県
に
も
藤
照
に
も
申

　
出
な
か
っ
た
か
ら
補
償
を
し
て
い
な
い
。
し
か
し
上
記
六
組
合
が
最
も
漁

　
業
者
の
利
害
関
係
厚
く
、
他
は
稀
薄
で
、
か
つ
途
中
の
経
過
・
旧
情
等
に

　
ょ
り
開
墾
に
賛
同
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
等
々
。

　
昭
和
九
年
一
一
月
二
一
日
に
は
第
一
回
実
地
検
証
が
行
わ
れ
、
下

っ
て
昭
和
一
一
年
七
月
二
臼
の
開
廷
公
判
に
お
い
て
双
方
に
和
解
が

勧
告
さ
れ
た
。
二
＋
二
組
合
は
仲
裁
者
と
し
て
澗
山
県
出
身
の
政
友
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会
所
属
行
吉
代
議
士
を
選
び
依
頼
し
た
が
、
行
吉
は
快
諾
し
た
も
の

の
広
需
の
み
で
ほ
と
ん
ど
何
ら
活
動
せ
ず
、
つ
い
に
役
割
を
果
さ
ず

に
終
っ
た
。
昭
和
一
二
年
に
入
る
と
二
十
二
組
合
の
資
金
源
た
る
日

本
殖
産
の
養
殖
地
料
金
が
支
払
遅
延
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
二
月
、
す

で
に
六
、
○
0
0
円
に
接
近
し
た
訴
訟
費
は
読
谷
純
益
金
で
は
不
足

を
来
し
、
他
の
僻
遠
か
ら
繰
入
充
当
す
る
状
態
に
立
ち
至
っ
て
い
た
。

す
で
に
長
期
に
わ
た
っ
た
訴
訟
に
二
十
二
組
合
は
疲
労
の
色
濃
く
、

阪講融

租 期、綱朝・睡区

口蓑｛禾016．3．3！

　　　17．3．31

　　　18．3．31

　　　　町

1，／70．1．923

　922．2．1．19

！，6ti9．6．0．il．5

躯
区
区
釦
6
7

和8．2．22

　　ノノ

　8．12．ltl

資
金
的
に
も
こ
の
よ
う
に
限
界
に
接
近
し
つ
つ

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
和
解
の
希
望
は
被
告
側
に

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
二
十
二
組
合
は
単
な

る
和
解
で
は
臣
額
の
訴
訟
費
の
決
済
資
金
を
獲

得
し
得
ぬ
た
め
、
勝
訴
を
期
待
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
ら
激
励
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
昭

和
一
二
年
は
岡
山
へ
出
張
し
た
農
林
省
水
産
局

長
へ
の
配
慮
砂
面
、
委
員
上
京
に
よ
る
司
法
政

務
次
官
や
行
吉
代
議
土
へ
の
陳
情
等
、
手
が
か

り
を
求
め
る
こ
と
に
費
さ
れ
た
。

⑳
　
圃
山
県
知
覧
は
昭
和
八
年
一
二
月
県
告
示
で

　
工
事
設
計
変
．
便
お
よ
び
竣
工
期
間
伸
豪
を
許
可

　
し
た
。

　
三
、
結
　
　
　
末

　
公
判
開
廷
一
七
回
忌
経
た
昭
和
一
斗
年
一
月
裁
判
所
は
和
解
を
さ

ら
に
勧
告
し
つ
つ
あ
り
い
よ
い
よ
大
詰
め
に
近
づ
い
た
時
に
、
原
告

一
七
縄
索
は
二
つ
に
分
裂
し
た
。
大
崎
・
灘
・
彦
崎
・
東
興
除
・
西

興
除
・
妹
尾
・
福
田
・
今
保
・
芳
田
・
三
福
の
一
〇
組
合
は
別
行
動

を
と
る
旨
代
表
組
合
に
通
告
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
湾
の
西
・
北

岸
諸
組
A
口
は
従
来
の
仲
裁
人
を
不
満
と
し
地
元
出
身
の
弁
護
士
星
島

二
郎
を
立
て
て
和
解
す
る
道
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
残
存
七
組
合
は

懇
談
に
よ
り
説
得
し
よ
う
と
図
り
三
月
に
至
っ
た
が
、
こ
れ
を
打
ち

切
り
、
再
度
の
実
地
検
証
お
よ
び
そ
の
際
の
漁
業
損
害
判
定
の
鑑
定

人
申
請
が
切
迫
し
て
い
た
の
で
そ
れ
に
備
え
た
。

　
四
月
、
行
政
裁
判
所
阿
部
評
定
官
は
実
地
検
証
の
た
め
に
岡
山
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

訪
れ
た
が
、
こ
の
機
会
に
評
定
官
の
圧
力
で
急
速
に
和
解
が
成
立
し
、

遂
に
訴
訟
に
終
止
符
を
打
つ
た
の
で
あ
る
。
四
月
九
臼
締
結
さ
れ
た

和
解
条
件
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

ω
　
三
・
五
区
、
六
区
、
七
区
の
埋
立
て
に
関
す
る
行
政
処
分
お
よ
び
埋
立

　
て
工
事
に
基
因
し
て
原
告
の
漁
業
権
に
関
し
て
生
じ
る
胃
能
性
の
あ
る
一

　
切
の
損
害
補
償
と
し
て
参
加
人
藤
四
親
は
凍
告
に
四
万
門
を
拠
供
す
る
。
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婁石と漢粟纂こ　（」二） （雛ヨ歯ヒ言舞の

　
こ
の
分
配
は
組
合
員
数
割
に
よ
獄
。

⑫
　
こ
の
事
項
に
関
し
原
告
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
新
願
・
行
政
訴
訟
ま
た

　
は
旧
事
訴
訟
を
起
し
た
と
き
は
違
約
金
と
し
て
連
帯
で
全
額
を
返
却
す
る
。

㈹
　
四
万
円
は
訴
訟
取
下
書
と
引
替
え
に
渡
す
。

ω
　
取
下
げ
に
よ
っ
て
生
じ
る
訴
訟
費
請
求
権
は
被
告
・
参
加
人
は
放
棄
す

　
る
。
　
（
以
下
略
）

　
か
く
し
て
藤
田
組
は
四
万
門
の
犠
牲
に
よ
っ
て
開
墾
継
続
を
確
定

し
、
二
十
二
継
合
は
訴
訟
費
充
当
金
を
獲
得
は
し
た
が
再
び
干
拓
車

業
に
異
議
を
唱
え
る
道
を
金
く
閉
ざ
さ
れ
、
し
か
も
一
時
沿
岸
町
村

か
ら
出
た
調
停
的
陳
情
に
盛
ら
れ
た
ご
と
き
諸
条
件
は
何
ひ
と
つ
と

し
て
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。

　
同
年
七
月
二
十
二
組
合
理
三
会
は
訴
訟
経
費
の
決
算
を
行
っ
た
が
、

僅
か
に
残
っ
た
地
益
金
に
つ
い
て
は
訴
訟
不
参
加
組
合
に
も
当
然
分

配
す
べ
き
原
則
の
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
彼
ら
に
も
訴
訟
費
を
負

担
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
の
交
渉
を
行
う
こ
と
で
落
着
し
た
。
こ

の
後
も
養
貝
事
業
に
よ
る
地
益
金
の
収
入
は
あ
っ
た
が
、
二
十
二
組

合
経
常
費
や
頻
発
し
た
補
償
事
件
の
交
渉
費
に
支
出
さ
れ
、
再
び
蓄

積
を
見
な
か
っ
た
。

⑳
　
こ
の
和
解
に
翻
し
て
は
、
県
側
も
二
十
二
縫
合
も
、
湘
解
と
は
い
え
自

　
己
の
敗
訴
で
あ
る
と
い
う
観
念
を
抱
い
て
い
る
。
そ
れ
は
阿
都
評
定
官
の

　
腹
芸
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
日
沖
田
漁
業
組
合
理
事
と

　
し
て
出
席
し
て
い
た
森
操
氏
に
よ
れ
ば
、
評
定
官
は
ま
ず
原
告
側
を
召
集

　
し
、
威
圧
的
に
、
こ
の
ま
ま
ゆ
け
ば
敗
訴
に
な
る
と
言
明
、
和
解
条
件
の

　
　
一
任
を
要
求
、
各
組
合
代
表
一
人
一
人
に
念
を
押
し
て
強
引
に
承
知
さ
せ

　
た
。
次
い
で
彼
は
別
室
へ
行
ぎ
、
待
機
し
て
い
た
藤
田
組
代
表
春
に
も
隅

　
　
一
の
醤
明
、
要
求
を
行
い
、
四
万
門
の
金
額
を
承
知
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
た
ま
た
ま
そ
の
室
の
前
を
通
っ
た
森
氏
だ
け
が
和
解
の
両
裏
灘
を
知
り
得

　
た
わ
け
で
あ
る
。

⑳
　
理
金
手
交
は
五
月
八
日
に
行
わ
れ
た
が
、
十
組
禽
の
み
田
島
し
残
存
組

　
七
組
合
は
月
末
に
実
る
も
受
取
ら
な
か
っ
た
。
特
に
八
浜
と
甲
浦
は
人
数

　
翻
方
式
は
訴
訟
費
分
担
額
と
均
衡
を
失
う
と
し
て
不
満
で
あ
っ
た
。
評
定

　
官
は
こ
れ
を
察
知
し
て
書
簡
を
送
っ
た
の
で
、
七
細
含
も
六
月
に
入
っ
て

　
受
顧
し
た
。
し
か
し
後
に
二
十
二
翻
合
内
部
で
人
数
割
方
式
を
否
定
し
、

　
費
用
分
担
率
に
応
じ
て
再
配
分
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
未
完
）
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Reclamation　and　Fishermen

in　the　case　of　K（ワ’わ．bta　Bay　児島湾　in　the

　　　Ohaya7na　ma　l“　Prefecture

　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　Sh6go　Yuihama

　　Land　reclarnation　or　land　drainage　in　response　to　the　demand　of

developing　the　land　is　naturally　contmc　dictory　to　the　coastwise－fishery．

IJac　s　this　contradiction　been　fully　rea．　sonablly　conquered　？　And　aren’t

villages　sacrificed？　Investigation　of　the　nature　in　the　former　drained

lands　has　the　great　importance　in　the　future　land　drainage．　ln　this

article　the　Kb戸・maシ1琶島湾　Bay　in　the　Ofeaワαma　岡山　prefecture　is

tal〈en　as　a　・characterlstic　example　of　land　dralnage　on　a　large　scale

in　Japan．　Here　all　the　problqms　are　concentrated，　in　which　Shere　are

defects　in　those　arrangement　by　both　executors　and　fishermen，　espe－

cially　in　the　infiuence　of　establishing　factories　by　successful　drainage

on　fishery．　This　article　treats　the　history　of　sea　villages’　attitude　to

dra‘ina，　ge’C　based　lon　the　information　of　fishing，　villages，　and　tries　to

mac　ke　clear　the　point　by　evaluating　syntheticac　lly　its　process　and　result．

orriitting　the　fields　of　natural　geography．

κoωαs痂痂。％8’s井上i毅Character　of　Thought

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　Noboru　Umetani

　　Kozvashi　lnoue，　cliief　drafter　of　the　Meij’i　Constitution　and　the　lm－

perial　Rescript　on　Education，　has　ge’nerally　been　understood　as　an

absolutist　politician．　On　what　idea　in　real　did　he　draft　these　docu－

ments？　What　wac　s　his　systeni　or　structure　of　thought　then？　These

questionsa　re　importance　to　understand　the　historical　process　in　fofming

interdependently　the　system　of　Meij’i　Constitution　and　its　thought　on

Tennoism　（lmperial　Rescript　on　Education）．　Keretofore　no　material

has　been　found　on　his　structure　of　thought　in　original　or　on　a　united

conception　of　forming　the　Meiii　Constitution　a．　nd　the　lmperlai　Rescript

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　498）


